
解

題
（
1
・
皿
）





1

『
松
葉
名
所
和
歌
集
』
に
つ
い
て

村

田

秋

男

解題1659

　
内
海
（
六
字
堂
）
宗
恵
は
近
世
初
期
に
生
き
た
京
都
の
商
人
で
あ
る
。
商
人
で
は
あ
る
が
和
歌
や
俳
譜
を
た
し
な
む
風
雅
者
で
も
あ
っ
た
。

近
世
初
期
文
壇
の
巨
匠
松
永
貞
徳
を
師
と
仰
ぎ
、
深
草
元
政
や
和
田
以
悦
な
ど
と
共
に
、
貞
門
隆
盛
の
一
端
を
捲
う
高
弟
の
一
人
で
あ
っ

た
。
宗
恵
は
生
業
に
勤
む
か
た
わ
ら
、
五
年
も
の
暦
日
を
費
や
し
て
膨
大
な
名
所
和
歌
集
を
編
纂
し
た
。
や
が
て
清
水
半
兵
衛
の
手
に
よ

っ

て
開
板
さ
れ
、
巷
間
に
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
『
松
葉
名
所
和
歌
集
』
（
以
下
の
記
述
で
は
『
松
葉
集
』
と
略
称
す
る
）
で
あ

る
。
時
に
、
万
治
三
年
三
六
六
〇
）
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
松
葉
集
』
は
十
六
巻
（
目
録
一
巻
、
本
文
十
五
巻
）
か
ら
成
り
、
総
歌
数
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
－

五
六
四
首
（
但
し
、
重
出
歌
を
含
む
）
を
有
す
る
名
所
和
歌
集
で
あ
り
、
総
歌
数
に
お
い
て
は
著
名
な
先
行
の
『
勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
』
『
類

　
　
　
　
　
註
2
　
　
　
　
　
　
註
3

字
名
所
和
歌
集
』
『
歌
枕
名
寄
』
な
ど
を
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
る
。
古
往
今
来
、
歌
枕
・
名
所
和
歌
集
の
諸
書
が
、
古
典
研
究
に
有
用
な

資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
に
は
そ
の
内
容
検
討
か
ら
、
作
者
・
集
付
・
名
所
な
ど
に
関
し
て
の
誤
謬
の
指
摘

が

な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
4

　
本
稿
で

は
、
撰
者
宗
恵
の
歌
文
集
で
あ
る
『
績
松
葉
集
』
を
参
考
資
料
と
し
つ
つ
、
『
松
葉
集
』
の
諸
伝
本
の
紹
介
と
内
容
検
討
を
通

し
て
の
本
書
の
評
価
な
ど
を
述
べ
て
み
た
い
。
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一

　
『
松
葉
集
』
の
諸
伝
本
と
し
て
は
板
本
の
み
が
現
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
本
書
の
成
立
年
時
か
ら
推
す
る
に
、
元
来
板
下
と
な
っ
た
写

本

は
存
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
國
書
線
目
録
』
及
び
『
私
撰
集
伝
本
書
目
』
に
徴
す
れ
ば
、
万
治
三
年
九
月
開
板
本
・
寛
文
七
年

正
月
再
板
本
・
刊
記
不
明
本
の
三
種
類
の
板
本
が
現
存
す
る
。
今
日
ま
で
に
披
見
し
得
た
諸
本
の
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

万
治

三
年
開
板
本

　
（
一
）
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本

書
型
　
大
本
、
八
巻
八
冊
（
本
来
、
十
六
巻
十
六
冊
の
板
本
を
合
綴
し
た
も
の
。
ま
た
、
六
・
七
・
八
冊
の
題
籏
に
は
巻
七
・
巻
八
・
巻
九
と
あ
る
が
、

　

こ
れ
は
巻
六
を
巻
七
と
し
た
た
め
の
誤
り
）
。
縦
二
六
・
八
糎
、
横
一
九
・
五
糎
。
楮
紙
袋
綴
。

表
紙
　
播
目
紺
表
紙
無
模
様
。
左
肩
双
辺
に
「
松
葉
名
所
和
歌
集
　
い
　
巻
一
（
～
シ
ョ
リ
ス
巻
九
）
」
の
貼
題
籏
が
あ
る
。

内
題
　
「
松
葉
名
所
和
歌
集
國
分
目
録
」
「
松
葉
名
所
和
歌
集
第
一
　
一
名
号
大
類
字
　
伊
（
～
第
十
五
　
恵
比
毛
世
寸
）
」
。

尾
題
　
「
松
葉
名
所
和
歌
集
第
一
終
（
～
第
十
五
終
　
六
字
堂
宗
恵
集
）
」
と
あ
る
。

匡
郭
　
四
周
単
辺
。
縦
一
＝
一
・
一
糎
、
横
一
七
・
九
糎
（
巻
第
一
巻
頭
の
寸
法
）
。

柱
題
・
丁
付
、
目
録
に
は
「
松
葉
巻
目
録
　
一
（
～
三
十
四
終
）
」
、
各
巻
に
は
「
松
葉
巻
一
　
一
（
～
五
十
四
終
）
」
の
よ
う
に
柱
刻
さ
れ
て

　
い

る
（
但
し
、
巻
十
五
の
み
一
（
～
四
十
七
）
と
「
終
」
が
な
い
。
ま
た
、
顕
文
及
び
刊
記
に
は
一
切
の
柱
刻
な
し
）
。

丁
数
　
各
巻
に

よ
り
差
異
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
5

　
　
目
　
録
　
　
　
三
四
丁
。
　
　
巻
第
　
一
　
　
　
五
四
丁
。
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巻巻巻巻巻
第第第第第
十八六四二

巻
第
十
二

巻
第
十
四

四

四
丁
。

四

八
丁
。

四

八
丁
。

四
〇
丁
。

四

七
丁
。

四

五
丁
。

三
〇
丁
。

巻
第
　
三

巻
第
　
五

巻
第
　
七

巻
第
　
九

巻
第
十
一

巻
第
十
三

巻
第
十
五

　

と
な
っ
て
い
る
。
本
文
、
一
面
十
二
行
（
但
し
、
巻
第
八
、

　
葉
集
』
長
歌
な
ど
で
数
行
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
）
、
歌
頭
に
引
用
書
名
を
、

　
万
葉
歌
を
墨
書
し
た
附
箋
が
貼
附
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

刊
記
・
板
元
、
駿
文
の
奥
に
、

　
「
萬
治
三
庚
子
年
九
月
吉
日
　
堀
河
通
出
水
上
ル
町
西
表
清
水
半
兵
衛
開
板
」
（
口
絵
第
五
図
参
看
）
と
あ
る
。

印
記
　
目
録
・
巻
第
四
・
巻
第
六
・
巻
第
八
・
巻
第
十
の
巻
頭
下
に
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
の
子
持
枠
長
方
形
朱
陽
印
及
び
「
松
井
氏
蔵
書

　
章
」
の
長
方
形
朱
陽
印
を
、
巻
第
二
・
巻
第
十
三
・
巻
第
十
五
の
巻
頭
下
に
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
、
巻
第
十
二
・
巻
第
十
四
の
巻
頭
下
に

　
「
松
井
氏
蔵
書
章
」
を
各
々
捺
す
。

三
五
丁
。

五
〇
丁
。

四
三
丁
。

三
六
丁
。

六
二
丁
。

四
六
丁
。

四

七
丁
。

　
二
ニ
ウ
及
び
三
七
オ
は
十
三
行
に
な
っ
て
い
る
）
、
和
歌
一
行
一
首
、
（
但
し
、
『
万

　
　
　
　
　

歌
尾
に

作
者
名
を
記
し
て
い
る
。
若
干
の
朱
墨
の
書
き
入
れ
と

　
い
ろ
は
順
に
し
た
最
初
の
名
所
の
上
部
に
朱
墨
の
△
印
を
施
し
て
あ
る
。

　
（
二
）
　
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

書
型
　
大
本
、
十
六
巻
十
六
冊
。
縦
二
七
・
○
糎
、
横
一
九
・
九
糎
。
楮
紙
袋
綴
。

表
紙
　
標
色
無
模
様
。
左
肩
双
辺
に
「
松
葉
集
名
所
目
録
」
「
松
葉
集
第
一
　
伊
（
～
第
十
五

恵
比
毛
世

須
）
」
の
子
持
枠
印
行
題
籏
を
貼
附
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す
る
。

内
題
・
尾
題
・
匡
郭
・
柱
題
・
丁
付
・
丁
数
・
刊
記
・
板
元
は
各
々
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
同
様
で
あ
る
。

印
記
　
各
巻
初
葉
右
肩
上
に
「
前
田
氏
尊
経
閣
圓
書
記
」
の
方
形
朱
陽
印
を
捺
す
。

　
本
書
に
書
き
入
れ
は
な
い
が
、
若
干
の
附
箋
が
貼
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
名
所
の
所
在
地
（
所
属
国
）
な
ど
を
注
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
数
箇
所
の
錯
簡
及
び
落
丁
が
存
す
る
。
そ
れ
ら
は
、

　

イ
、
　
「
巻
第
六
」
の
四
二
丁
（
オ
・
ウ
）
分
落
丁
。
こ
れ
は
「
巻
第
七
」
の
四
一
丁
の
後
に
入
っ
て
い
る
。
即
ち
、
「
巻
第
七
」
に
は
「
巻

　
　
第

六
」
と
「
巻
第
七
」
と
の
四
二
丁
が
合
綴
に
な
っ
て
い
る
。

　
ロ
、

　
「
巻
第
十
」
の
九
丁
（
オ
・
ウ
）
分
落
丁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
ハ
、
　
「
巻
第
十
一
」
の
一
六
丁
（
オ
・
ウ
）
分
落
丁
。
こ
れ
は
「
巻
十
」
の
一
一
丁
の
後
に
入
っ
て
い
る
。
但
し
、
「
松
葉
集
十
一
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
あ
る
べ
き
柱
題
が
「
松
葉
集
十
」
と
な
っ
て
い
る
。
因
に
、
こ
の
柱
題
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
・
寛
文
七
年
再
板
本
も
同
様
で
あ
る
。

　

二
、

　
「
巻
第
十
五
」
の
一
⊥
ハ
丁
（
オ
・
ウ
）
分
落
丁
。

の

よ
う
で
あ
り
、
「
巻
第
十
」
の
九
丁
分
・
「
巻
第
十
五
」
の
一
六
丁
分
は
散
侠
し
て
欠
丁
と
な
っ
て
い
る
。

寛
文
七
年
再
板
本

　
（
一
）
　
神
作
光
一
蔵
本
（
本
書
の
底
本
）

書
型
　
大
本
、
十
六
巻
十
六
冊
。
縦
二
八
・
一
糎
、
横
一
九
・
三
糎
。
楮
紙
袋
綴
。

表
紙
　
繰
色
無
模
様
。
左
肩
双
辺
に
子
持
枠
印
行
題
欲
で
「
松
葉
集
　
名
所
目
録
」
「
松
葉
集

内
題
・
尾
題
・
匡
郭
・
柱
題
・
丁
付
・
及
び
丁
数
は
万
治
三
年
開
板
本
に
同
様
で
あ
る
。
な
お
、

一
伊

（
～
十
五
恵
比
毛
世
寸
）
L
と
あ
る
。

和
歌
や

国
名
に
は
ミ
セ
ケ
チ
を
施
こ
し



　
た

若
干
の

訂
正
箇
所
が
存
す
る
。

刊
記
・
板
元
、
巻
第
十
五
の
最
終
丁
裏
に
、

　
「
寛
文
七
丁
未
稔
正
月
吉
旦
　
二
條
通
玉
屋
町
上
村
二
良
右
衛
門
開
板
」

印
記
　
各
巻
の
巻
末
左
下
に
「
蔵
本
」
の
長
方
形
朱
陽
印
を
捺
す
。

（
ロ

絵
第
六
図
参
看
）
と
あ
る
。

　
（
二
）
　
内
閣
文
庫
蔵
A
本
　
〔
二
〇
二
　
一
四
一
〕

書
型
　
大
本
、
十
六
巻
十
六
冊
。
縦
二
六
・
六
糎
、
横
一
九
ニ
ニ
糎
。
楮
紙
袋
綴
。

表
紙
　
祷

目
繰
色
無
模
様
。
左
肩
双
辺
に
「
松
葉
集
　
名
所
目
録
」
「
松
葉
集
　
一
伊
（
落
剥
）
（
～
十
五
恵
比
毛
世
寸
）
」
の
子
持
枠
印
行
題

　
籏
を
貼
附
す
る
。

内
題
・
尾
題
・
匡
郭
・
柱
題
・
丁
付
・
丁
数
・
刊
記
・
板
元
は
各
々
神
作
本
に
同
様
で
あ
る
。

印
記
　
各
巻
初
葉
表
に
右
上
か
ら
「
林
氏
蔵
書
ト
「
日
本
政
府
圓
書
」
の
方
形
朱
陽
印
、
「
淺
草
文
庫
」
の
子
持
枠
長
方
形
朱
陽
印
を
捺

　
し
、
表
紙
右
肩
上
と
最
終
丁
裏
（
但
し
、
巻
第
十
五
の
み
は
、
最
終
丁
表
左
肩
上
）
左
肩
に
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
の
長
方
形
陽
印
を
各

　
々
捺
す
。

　
本
書
に
は
地
名
及
び
名
所
に
墨
に
よ
る
片
仮
名
の
振
り
仮
名
が
施
し
て
あ
る
。

解題1668

　
（
三
）
　
市
立
刈
谷
図
書
館
蔵
本

書
型
　
大
本
、
十
六
巻
十
五
冊
。
縦
二
七
・
○
糎
、

表
紙
　
儒
目
繰
色
無
模
様
。
左
肩
に
「
松
葉
集
　
一

　
枠
印
行
題
籏
を
貼
附
す
る
。

横
一
九
・
八
糎
。
楮
紙
袋
綴
。

酩
所
相
糎
字
」
（
二
L
の
み
後
補
、
「
二
」
以
降
は
印
行
題
籏
）
（
～
十
五
恵
比
毛
世
寸
）

の

子
持
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内
題
・
尾
題
・
匡
郭
・
柱
題
・
丁
付
・
丁
数
・
刊
記
・
板
元
は
「
名
所
目
録
」
「
巻
第
一
」
（
後
述
参
看
）
を
除
い
て
、
「
巻
第
一
己
以
降
各

　

々
神
作
本
に
同
様
で
あ
る
。

印
記
　
各
巻
初
葉
（
「
名
所
目
録
」
を
除
く
）
右
肩
に
「
刈
谷
圓
書
館
藏
」
の
方
形
朱
陽
印
を
、
名
所
目
録
・
巻
第
一
・
巻
第
十
四
の
初
葉
右

　
下
に

「
参
河
碧
海
村
上

圓
書
」
の
長
方
形
朱
陽
印
、
巻
第
五
・
巻
第
十
三
の
初
葉
右
下
に
「
村
上
文
庫
」
の
子
持
枠
長
方
形
朱
陽
印
を

　
各
々
捺
す
。

　
本
書

は
本
来
の
寛
文
七
年
再
板
本
の
「
名
所
目
録
」
及
び
「
巻
第
一
」
を
散
扶
し
て
お
り
、
厳
密
に
は
零
本
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

の

散
扶
部
分
は

村
上
忠
順
の
手
に
よ
っ
て
精
密
に
書
写
さ
れ
た
写
本
を
以
っ
て
補
っ
て
あ
り
、
一
応
完
本
と
し
て
の
内
容
を
有
す
る
も
の

に

な

っ

て
い

る
。
こ
の
写
本
部
分
の
「
名
所
目
録
」
と
「
巻
第
一
」
と
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
た
め
に
十
五
冊
本
と
な
る
。
「
名
所
目
録
」

は
「
村
上
氏
藏
板
」
の
縦
罫
用
箋
に
書
写
さ
れ
て
全
二
一
丁
か
ら
成
っ
て
お
り
、
一
オ
か
ら
三
ウ
ま
で
が
「
松
葉
集
引
用
之
書
目
録
次
第

不
勘
」
、
四
オ
か
ら
二
一
オ
ま
で
が
「
名
所
目
録
」
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
他
の
板
本
に
あ
る
「
五
畿
内
六
十
三
箇
国
」
三
丁
分
）
の
分

類
が

な
く
、
「
国
分
目
録
」
の
山
城
国
の
部
分
を
書
写
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
石
清
水
」
か
ら
「
木
幡
」
ま
で
で
終
っ
て
お
り
、
以
降
（
五

オ
～
二
一
オ
）
は
イ
ロ
ハ
別
に
全
国
の
名
所
を
列
挙
し
た
独
自
の
目
録
に
改
編
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
ニ
ウ
に
「
右
目
録
錐
非
其
奮
爲

便
検
討
新
附
焉
　
嘉
永
二
年
己
酉
八
月
六
日
　
村
上
承
卿
源
忠
順
「
」
（
判
読
不
能
）
面
順
一
（
落
款
）
L
と
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
朱
書

で

「
嘉
永
四
年
辛
亥
八
月
朔
日
類
字
名
所
集
目
録
書
入
」
と
追
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
第
十
五
の
最
終
丁
の
刊
記
部
分
の
右
肩
に
は

朱
書
に
て
「
萬
延
元
年
庚
申
十
月
朔
創
業
十
一
月
廿
五
日
卒
業
万
葉
集
校
合
　
此
間
校
読
日
経
十
五
日
畢
」
、
墨
書
に
て
「
文
久
三
年
癸

亥
十
一
月
五
日
創
業
十
二
月
十
日
卒
業
秋
媒
覚
封
校
　
此
間
校
日
経
廿
一
日
　
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
全
巻
に
亙
っ
て
『
万
葉

集
』
『
秋
條
覚
』
な
ど
と
の
校
合
に
よ
る
校
異
や
補
正
が
、
本
文
や
欄
外
に
委
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
村
上
忠
順
の
生
き
た
時

代
、
即
ち
江
戸
後
期
に
流
布
し
て
い
た
『
万
葉
集
』
の
訓
詰
の
一
端
を
窺
知
す
る
た
め
の
好
資
料
を
提
供
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
今

後
、
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。



　
（
四
）
　
神
宮
文
庫
蔵
B
本
　
〔
三
　
八
六
六
〕

書
型

大
本
、
十
六
巻
十
六
冊
。
縦
二
六
・
七
糎
、
横
一
九
・
二
糎
。
楮
紙
袋
綴
。

表
紙
　
播
目
練
色
無
模
様
。
左
肩
に
「
松
葉
集
　
名
所
目
録
」
「
松
葉
集
　
一
（
原
題
籏
落
剥
、
後
補
の
も
の
）
（
～
十
五
恵
比
毛
世
寸
）
」
の
子
持

　
枠
印
行
題
籏
を
貼
附
す
る
。

内
題
・
尾
題
・
匡
郭
・
柱
題
・
丁
付
・
丁
数
・
刊
記
・
板
元
は
各
々
神
作
本
に
同
様
で
あ
る
。

印
記
　
各
巻
初
葉
右
上
に
「
神
宮
文
庫
」
の
方
形
朱
陽
印
、
右
下
に
「
宮
崎
文
庫
」
の
方
形
茶
陽
印
を
捺
す
。

　
本
書
に
は
、
名
所
の
項
に
稀
に
「
類
字
」
と
墨
書
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
と
の
対
校
の
痕
跡
を
留
め
て
い
る
。

ま
た
、
若
干
の
名
所
の
訂
正
な
ど
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

665 解　題　1

以
上
四
本
は

何
ら
か
の
書
き
入
れ
な
ど
が
存
す
る
の
で
詳
記
し
た
。
こ
れ
ら
以
外
に
今
日
ま
で
に
披
見
し
得
た
も
の
を
列
挙
す
る
と
、

㈲㈹㈹因㈲
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

内
閣
文
庫
蔵
B
本
〔
二
〇
二
　
一
四
九
〕

内
閣
文
庫
蔵
C
本
〔
二
〇
二
　
一
五
四
〕

内
閣
文
庫
蔵
D
本
〔
二
〇
二
　
一
五
六
〕

神
宮
文
庫
蔵
A
本
〔
三
　
八
六
五
〕

前

田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

東
洋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

国
会
図
書
館
蔵
本

の

よ
う
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
前
述
の
二
種
類
の
ほ
か
に
、
刊
記
不
明
本
（
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本
）
が
存
す
る
が
未
見
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
こ

の
種
の

板
本
の

常
と
し
て
、
初
刷
・
後
刷
は
言
う
に
及
ぼ
ず
、
改
刻
本
や
改
題
本
で
あ
っ
て
も
同
一
の
板
木
を
用
い
た
も
の
が
多
い
よ
う

で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
伊
達
文
庫
蔵
本
は
開
板
本
・
再
板
本
の
何
れ
か
に
属
す
る
と
考
え
て
も

大
過
は

な
か
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
万
治
三
年
開
板
本
と
寛
文
七
年
再
板
本
と
を
比
校
す
る
に
、
諸
本
に
お
け
る
若
干
の
書
き
入
れ
、
板
木
の
磨
滅
や
欠
損
に
よ

る
字
型
の
変
化
な
ど
は
別
に
し
て
、
相
互
に
本
文
の
異
同
は
認
め
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
書
の
底
本
と
し
て
寛
文
七
年
再
板
本
（
神
作

本
）
を
採
用
し
た
所
以
で
あ
る
。
な
お
、
吉
田
幸
一
先
生
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
両
者
の
主
な
る
相
違
点
は
、
万
治
開
板
本
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
6

る
刊
記
の
中
の
践
文
が
寛
文
再
板
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
万
治
開
板
本
に
は
な
い
「
松
葉
集
引
用
之
書
目
録
次
第
不
勘
」
が
寛
文

再
板
本
の

目
録
の
冒
頭
に
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
本
書
前
半
部
所
収
の
「
本
文
篇
」
は
寛
文
再
板
本
を
底
本

と
し
て
い
る
た
め
に
、
祓
文
の
翻
刻
は
な
い
。
そ
こ
で
、
少
少
長
文
に
亙
る
が
、
そ
の
全
文
を
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
（
口
絵
第
九

図
参
看
。
な
お
、
版
文
に
句
読
点
は
な
い
。
い
ま
判
読
の
便
を
考
慮
し
て
『
績
松
葉
集
』
の
そ
れ
に
従
っ
た
）
。

　
　
そ

れ
名
所
集
・
あ
ま
た
有
と
い
へ
と
も
・
今
の
代
に
あ
ま
ね
く
人
の
も
て
あ
つ
か
ふ
は
・
類
字
名
所
和
歌
集
な
り
・
此
書
先
年
・
法
橋

　
　
昌
琢
・
廿
一
代
集
の
名
所
の
寄
・
こ
と
く
書
抜
て
・
八
巻
の
集
を
書
出
せ
り
・
そ
れ
よ
り
以
前
・
宗
碩
法
師
・
勅
撰
名
所
集
を
書

　
　
あ
つ
め
り
・
又
能
因
の
寄
枕
・
類
聚
名
所
和
歌
・
建
保
百
首
・
其
外
寄
枕
・
名
所
集
様
く
有
へ
け
れ
と
も
・
家
く
の
倉
の
中
・
箱
の

　
　
底
に

お
さ
ま
り
て
・
な
へ
て
人
の
・
見
る
こ
と
あ
た
は
す
・
し
か
あ
れ
は
・
廿
一
代
集
の
外
の
名
所
の
寄
・
見
及
ふ
に
随
ひ
て
・
是

　
　
を

書
付
・
十
六
巻
の
書
と
な
し
て
・
松
葉
集
と
名
付
る
所
・
右
し
か
り
さ
れ
」
一
オ
は
名
所
な
る
へ
き
寄
と
り
出
て
も
・
國
の
し
れ
さ

　
　

る
た
く
ひ
お
ほ
し
・
八
雲
御
抄
・
或
は
藻
塩
草
・
夫
木
な
と
を
見
合
・
粗
く
に
の
名
有
に
ま
か
せ
て
書
入
侍
る
・
我
は
か
せ
に
成

　
　

て
・

物
さ
た
め
し
た
る
に
は
あ
ら
す
・
唯
ふ
る
き
集
・
又
は
古
人
書
を
か
れ
た
る
抄
と
も
を
・
書
写
し
あ
つ
む
る
は
か
り
也
・
或
は

　
　

同
名
あ
り
・
或
は
一
名
に
國
の
説
く
有
・
又
書
あ
や
ま
り
て
・
あ
ら
ぬ
名
所
に
し
な
し
た
る
・
寄
も
あ
ら
ん
か
し
・
又
理
り
聞
え
か
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た
き
寄
も
・
我
了
簡
に
及
は
さ
れ
は
・
力
な
く
本
の
ま
s
・
書
う
つ
し
侍
る
・
後
に
見
ん
人
あ
や
ま
り
を
あ
ら
た
め
・
ち
か
ひ
た
る

を
な
を
さ
れ
ん
・
師
を
頼
む
の
み
・
抑
此
集
を
書
あ
つ
』
ウ
む
る
は
し
め
・
明
暦
申
の
年
・
夏
の
こ
ろ
ほ
ひ
・
ふ
と
思
ひ
よ
り
て
・

を
し
ま
つ
き
に
む
か
ひ
・
か
た
は
し
書
付
る
に
・
あ
た
か
も
や
ん
こ
と
な
き
か
た
よ
り
・
お
ほ
せ
こ
と
あ
り
て
・
は
け
み
い
と
な
む

か

こ
と
し
・
そ
れ
よ
り
此
か
た
い
も
や
す
く
せ
す
・
朝
夕
の
身
を
た
す
く
る
う
ち
に
も
・
此
事
忘
か
た
く
て
・
む
ね
の
や
す
ら
か
な

る
ひ
ま
も
な
し
・
我
そ
の
う
つ
は
も
の
に
も
あ
た
ら
す
し
て
・
か
く
は
け
ま
す
事
・
を
の
か
心
の
う
ち
に
・
主
人
有
て
い
は
く
・
聞

及
ふ

名
所
の
数
も
お
ほ
か
ら
す
・
又
寄
人
の
讃
を
か
れ
し
・
所
く
の
こ
と
の
は
に
こ
そ
・
ゆ
き
て
み
ぬ
堺
を
も
・
宿
な
か
ら
し
る

た

よ
り
な
れ
・
濱
千
鳥
跡
つ
け
を
き
て
・
老
の
な
み
の
立
ゐ
L
ニ
オ
に
・
物
わ
す
れ
し
や
す
き
た
す
け
に
も
せ
よ
と
な
り
・
物
う
く
む

っ
か

し
き
折
節
も
あ
れ
と
・
此
を
き
て
い
な
み
か
た
く
て
・
を
こ
た
ら
す
な
し
も
て
ゆ
く
ま
s
に
・
五
か
へ
り
の
春
秋
を
へ
て
・
よ

う
つ
お
さ
ま
る
み
つ
の
と
し
・
や
s
こ
と
な
り
ぬ
・
此
主
人
誰
と
い
ふ
事
を
し
ら
す
・
臣
又
お
な
し
・
あ
る
人
影
法
師
に
む
か
ひ
て

い

は
く
・
汝
は
我
は
し
れ
は
は
し
る
・
と
s
ま
れ
は
と
s
ま
る
・
い
か
ん
そ
我
と
ひ
と
し
く
す
る
や
・
か
け
ほ
う
し
の
い
は
く
・
我

な
す
わ
さ
に
あ
ら
す
・
待
人
有
て
・
そ
の
た
よ
り
を
え
て
す
る
事
也
・
又
其
人
も
そ
の
人
の
ま
＼
な
ら
す
・
な
さ
し
む
る
方
あ
り

て
・

な
さ
し
む
る
わ
さ
と
見
え
た
り
と
誠
な
る
か
な
・
行
住
座
臥
L
ニ
ウ
と
も
に
・
我
心
の
ま
s
の
威
儀
な
ら
す
・
心
は
壷
の
鏡
に
お

な
し
・
む
か
ふ
か
た
ち
を
待
て
影
を
う
つ
す
・
来
ら
さ
る
時
は
う
つ
ら
す
・
此
松
葉
集
い
つ
こ
よ
り
来
て
・
心
の
か
s
み
に
う
つ
り

け
ん
・
お
ほ
つ
か
な
し
・
し
か
あ
る
に
・
我
國
六
十
よ
こ
く
の
名
所
の
寄
書
あ
つ
む
る
つ
ゐ
て
に
・
一
首
つ
つ
寄
の
や
う
に
も
あ
ら

ぬ
事

と
も
を
・
か
つ
つ
s
く
り
か
き
付
る
事
侍
り
き
・
人
来
て
名
所
の
寄
あ
つ
め
ら
る
～
は
・
我
人
の
た
め
さ
も
侍
ら
ま
し
・
み
つ

か

ら
不
堪
の
身
と
し
て
・
お
ほ
く
の
寄
よ
み
つ
ら
ね
ら
る
s
は
何
の
用
そ
や
・
又
耳
馴
ぬ
名
所
よ
む
事
・
古
来
の
い
ま
し
め
な
り
か

たく
お
そ
れ
有
へ
し
・
名
聞
に
お
ほ
s
れ
て
あ
ら
ぬ
心
の
は
ゆ
る
に
』
牙
や
・
さ
に
こ
そ
あ
め
れ
・
し
か
し
な
か
ら
我
言
葉
た
く

み
に
・

す
か
た

優
美

な
ら
ま
し
か
は
・
名
聞
の
便
と
も
し
侍
ら
ま
し
・
ロ
バ
は
や
う
よ
り
此
す
き
こ
＼
ろ
の
す
た
り
や
ら
て
・
か
く
つ

た

な
く
あ
や
し
き
言
の
葉
を
・
す
s
う
に
書
と
s
む
る
事
・
あ
め
つ
ち
の
神
も
ゆ
る
さ
れ
て
よ
・
老
の
な
く
さ
に
よ
み
侍
る
也
・
人
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に

見
す

る
こ
と
に
し
も
あ
ら
す
・
是
そ
う
き
身
の
お
も
ひ
出
な
ら
ん
か
し
・
さ
り
と
も
か
つ
て
よ
ま
さ
る
に
は
・
ひ
と
し
か
る
へ
か

ら
す
・
そ
の
ゆ
へ
は
和
國
の
風
俗
と
し
て
・
神
代
よ
り
は
し
ま
り
て
末
の
代
に
至
る
ま
て
・
た
か
き
も
つ
た
な
き
も
・
さ
か
し
き

も
を
う
か
な
る
も
・
も
て
あ
そ
ふ
事
と
聞
え
た
り
・
鶯
蛙
の
聲
す
ら
・
寄
を
よ
ま
さ
る
は
な
し
と
L
三
ウ
い
へ
り
・
い
は
ん
や
人
と
生

れ
そ

の

た
く
ひ
に
を
と
ら
ん
や
・
さ
る
に
心
さ
し
な
き
人
は
・
い
や
し
き
身
・
を
う
か
な
る
心
に
は
・
中
く
思
ひ
も
か
け
ぬ
道
と

お

も
へ
り
・
数
な
ら
ぬ
山
人
あ
や
し
き
し
つ
の
を
た
ま
き
も
・
三
十
ひ
と
も
し
を
つ
ら
ね
て
・
移
り
か
は
る
折
く
の
・
空
に
心
を

い

た

ま
し
め
・
世
わ
た
る
い
と
な
み
の
中
に
も
・
か
く
ろ
へ
事
を
も
い
ひ
あ
ら
は
し
て
・
つ
み
と
か
を
く
ゐ
・
身
の
う
き
に
も
お
も

ひ

を

の

ふ

る
よ
す
か
と
せ
は
・
よ
う
つ
の
神
も
よ
ろ
こ
ひ
・
そ
の
人
を
ま
も
り
給
ひ
・
も
ろ
く
の
佛
も
・
な
と
か
あ
は
れ
み
を
た

れ
た

ま
は
さ
ら
ん
・
此
世
の
す
さ
ひ
後
の
世
・
は
た
た
の
も
し
く
・
つ
ゐ
に
ほ
た
い
の
道
に
い
た
ら
ん
・
さ
れ
は
や
つ
か
れ
こ
と

き
」
穿
の
・
を
う
か
な
る
と
も
か
ら
も
・
な
へ
て
翫
ふ
世
に
し
も
あ
ら
ま
ほ
し
く
・
言
よ
か
ら
ぬ
さ
き
ら
に
て
・
池
水
の
い
ひ
や
る

か

た
も
な
く
・
岸
う
つ
浪
の
・
み
た
り
か
は
し
く
そ
し
り
を
も
か
へ
り
み
す
・
恥
を
も
わ
す
れ
て
・
こ
ち
な
き
筆
に
ま
か
せ
侍
る
な

ら
し
・
に
ゐ
は
り
の
つ
く
く
お
も
へ
は
・
あ
ら
小
田
を
か
へ
す
く
・
は
s
か
り
あ
る
・
田
子
の
し
わ
さ
に
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
字
堂
白
示
恵
童
口

　
　
萬
治
三
庚
子
年
九
月
吉
日

　
　
　
　
堀
河
通
出
水
上
ル
町
西
表
清
水
半
兵
衛
開
板
　
　
　
　
　
　
　
」
四
ウ

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
8

　
撰
者
六
字
堂
宗
恵
に

関
し
て
は
小
高
氏
の
御
高
論
が
あ
る
。
氏
は
歌
文
集
『
績
松
葉
集
』
や
書
陵
部
所
蔵
の
資
料
、
そ
の
他
の
諸
文
献

に

基
づ
い
て
、
「
略
伝
」
「
文
事
」
「
文
学
史
的
地
位
」
の
三
項
目
に
亙
っ
て
精
緻
な
検
討
結
果
を
縷
述
さ
れ
て
い
る
。
現
存
の
資
料
に
ょ
る

推
論
で
は

あ
る
が
信
葱
性
の
高
い
見
解
で
あ
り
、
充
分
首
肯
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
の
新
出
で
も
な
け
れ
ば
異
論
を
称
え
る
余
地
は
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見
出
し
得
な
い
の
で
今
は
そ
れ
に
従
い
、
氏
の
御
高
論
の
紹
介
を
兼
ね
て
略
述
し
て
お
き
た
い
。
「
略
伝
」
の
中
で
、
宗
恵
の
生
没
・
家

系
・
家
族
な
ど
に
つ
い
て
、
「
称
謂
は
、
内
海
氏
、
名
は
久
重
。
通
称
は
長
右
衛
門
。
こ
れ
は
商
買
と
し
て
の
名
で
あ
ろ
う
。
宗
恵
は
和

歌
や
俳
譜
で
用
い
た
雅
号
と
思
わ
れ
る
。
六
字
堂
の
号
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
⊥
ハ
字
か
ら
し
た
堂
号
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
。
生
没
年

は
、
「
予
か
お
と
う
と
重
継
を
い
た
め
る
こ
と
葉
」
「
四
十
八
願
和
歌
」
（
倶
に
『
績
松
葉
集
』
）
か
ら
「
慶
長
初
年
（
一
五
九
六
）
お
そ
く
と

も
同
六
年
（
一
六
〇
一
）
以
前
の
出
生
」
と
し
、
没
年
は
『
績
松
葉
集
』
の
践
文
か
ら
「
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
二
）
、
六
十
余
歳
乃
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ
ミ

は

七
十
歳
前
後
の

世
寿
で
没

し
た
」
と
説
か
れ
る
。
家
系
は
『
姓
氏
家
系
辞
書
』
（
太
田
亮
著
）
の
内
海
氏
の
項
に
該
当
す
る
も
の
は
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
ω

出
せ
ず
全
く
不
明
。
『
大
日
本
人
名
鮮
書
』
や
『
日
本
人
名
辞
典
』
の
「
宗
恵
」
の
項
に
は
簡
単
な
説
明
が
あ
る
。
姓
は
記
さ
ず
、
万
治

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

年
中
の
連
歌
師
と
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
の
資
料
か
ら
は
連
歌
師
と
し
て
の
徴
証
は
見
出
し
得
な
い
。
住
所
・
家
業
に
つ
い
て
は
『
俳

家
大
系
図
』
『
績
松
葉
集
』
な
ど
か
ら
、
各
々
「
二
条
油
小
路
の
近
く
」
に
あ
っ
た
「
商
頁
」
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
家
族
は
『
績
松
葉

集
』
に
よ
り
、
両
親
と
多
く
の
兄
弟
（
「
は
ら
か
ら
お
ほ
き
中
に
」
の
［
文
が
あ
る
。
但
し
、
弟
重
継
と
妹
以
外
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
詳
細
は

判
か

ら
な
い
）
、
そ
れ
に
少
な
く
と
も
娘
一
人
が
存
し
た
こ
と
が
判
か
り
、
さ
ら
に
、
江
戸
初
期
の
時
代
相
に
鑑
み
れ
ば
、
「
宗
恵
の
家

は
、
叔
母
を
は
じ
め
弟
や
一
族
に
か
な
り
文
事
を
好
む
者
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
内
海
家
は
豊
か
な
、
少
な
く
と
も
中
流
以
上
の
商

頁
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
る
。
性
格
に
つ
い
て
も
、
「
静
か
で
内
省
的
、
や
や
反
省
癖
が
強
す
ぎ
る
く
ら
い
で
、
い
か
に
も

謙
遜
温
和

な
人
格
」
、
『
松
葉
集
』
の
編
纂
に
も
表
象
さ
れ
る
よ
う
に
「
篤
実
勤
勉
な
性
格
」
、
病
弱
な
体
質
と
も
関
連
し
て
「
信
仰
心
の

厚
い

人
物
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
詠
草
や
和
文
か
ら
窺
測
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
「
文
事
」
の
項
で
は
、

『
誹
家
大
系
図
』
に
か
な
り
詳
し
く
説
明
が
あ
り
、
『
鷹
筑
波
』
や
『
口
真
似
草
』
な
ど
の
撰
集
類
に
そ
の
作
が
所
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
俳
人
と
し
て
多
少
知
ら
れ
て
い
る
が
、
俳
譜
は
余
技
で
あ
り
、
自
ら
は
歌
人
・
歌
学
者
で
あ
る
と
任
じ
て
い
た
し
、
当
代
の
人
々
も

俳
入
と
し
て
よ
り
も
歌
人
と
し
て
認
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
論
述
さ
れ
、
「
文
学
史
的
地
位
」
は
「
歌
人
と
し
て
か
な
り
の
実
力
を

有

し
、
貞
徳
門
下
の
町
人
歌
人
と
し
て
は
屈
指
の
地
位
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
非
職
業
歌
人
で
あ
り
な
が
ら
も
、
啓
蒙
的
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便
宜
な

名
所
和
歌
集
「
松
葉
集
」
十
六
巻
を
編
み
、
刊
行
し
て
広
く
流
布
さ
せ
た
の
も
、
和
歌
の
普
及
、

の

教
養
水
準
を

高
め

る
上
に
、
大
き
い
功
績
が
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
を
論
述
さ
れ
て
い
る
。

三

つ

ま
り
こ
の
時
代
の
町
人
歌
人

　
『
松
葉
集
』
の
編
纂
目
的
及
び
板
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
、
『
績
松
葉
集
』
巻
第
四
所
収
の
「
松
葉
集
奥
書
」
と
題
す
る
一
文
並
び

に

万
治
開
板
本
の
刊
記
に
よ
っ
て
知
り
得
る
。
少
し
く
長
文
に
な
る
が
引
用
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
イ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ツ
ケ
ウ

　
　
そ

れ
名
所
集
・
あ
ま
た
有
と
い
へ
と
も
・
今
の
代
に
あ
ま
ね
く
人
の
も
て
あ
つ
か
ふ
は
・
類
字
名
所
和
歌
集
也
・
此
書
先
年
・
法
橋

　
　
シ
ヤ
ゥ
タ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
キ
ヌ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
ウ
セ
キ
ホ
ウ
ン
　
　
　
チ
ヨ
ク
セ
ン
メ
イ
シ
ヨ
シ
ウ

　
　
昌
琢
’
二
十
一
代
集
の
名
所
の
寄
・
こ
と
く
書
抜
て
・
八
巻
の
集
を
書
出
せ
り
・
そ
れ
よ
り
以
前
・
宗
碩
法
師
・
勅
撰
名
所
集
を
書

　
　
　
　
　
　
ノ
ウ
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ル
イ
ジ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン
ホ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ

　
　
集

り
・
又
能
因
の
寄
枕
・
類
聚
名
所
和
歌
・
建
保
百
首
’
其
外
認
枕
・
名
所
集
様
≧
有
へ
け
れ
と
も
・
家
〉
の
倉
の
中
・
箱
の
底
に

　
　
お

さ
ま
り
て
・
な
へ
て
の
人
の
・
見
る
事
あ
た
は
す
・
し
か
あ
れ
は
・
廿
一
代
集
の
外
の
名
所
の
寄
・
見
及
ふ
に
し
た
か
ひ
て
・
是

　
　
を
書
付
・
十
六
巻
の
書
と
な
し
て
・
松
葉
集
と
名
付
る
所
・
右
し
か
り
さ
れ
は
名
所
な
る
へ
き
寄
取
出
て
も
・
國
の
し
れ
さ
る
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
ホ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ふ

　
　
ひ
多
し
・
八
雲
御
抄
・
或
は
藻
塩
草
・
夫
木
な
と
を
見
合
せ
・
粗
国
の
名
あ
る
に
ま
か
せ
て
書
入
侍
る
・
我
は
か
せ
に
な
り
て
・
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ
シ

　
　
定
め
し
た
る
に
は
あ
ら
す
・
唯
古
き
集
・
又
は
古
人
書
を
か
れ
た
る
抄
と
も
を
・
書
写
あ
つ
む
る
は
か
り
也
・
あ
る
ひ
は
同
名
あ
り
・

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヤ
マ

　
　
或
は
一
名
に
国
の
説
ミ
有
・
又
書
誤
り
て
・
あ
ら
ぬ
名
所
に
し
な
し
た
る
・
歌
も
あ
ら
ん
か
し
・
又
こ
と
は
り
聞
え
か
た
き
寄
も
・

　
　
　
　
　
ケ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ヲ

　
　
わ
か
了
簡
に
及
は
さ
れ
は
・
力
な
く
本
の
ま
s
・
書
写
し
侍
る
・
後
に
見
ん
人
あ
や
ま
り
を
改
め
・
ち
か
ひ
た
る
を
直
さ
れ
ん
・
師

　
　
　
　
　
　
　
ソ
モ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
イ
リ
ヤ
ク

　
　
を
頼
む
の
み
・
抑
此
集
を
書
あ
つ
む
初
め
・
明
暦
申
の
年
・
夏
の
こ
ろ
ほ
ひ
・
ふ
と
思
ひ
よ
り
て
・
を
し
ま
つ
き
に
む
か
ひ
・
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ

　
　
は
し
書
付
る
に
・
あ
た
か
も
や
む
こ
と
な
き
方
よ
り
・
仰
せ
こ
と
あ
り
て
・
は
け
み
い
と
な
む
か
こ
と
し
・
そ
れ
よ
り
此
か
た
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ス
レ
カ
タ

　
　
や
す
く
せ
す
・
朝
夕
の
身
を
た
す
く
る
う
ち
に
も
・
此
事
忘
難
く
て
・
む
ね
の
や
す
ら
か
な
る
隙
も
な
し
・
我
そ
の
う
つ
は
も
の
に

　
　
も
あ
た
ら
す
し
て
・
か
く
は
け
ま
す
事
・
を
の
か
心
の
う
ち
に
・
主
人
あ
り
て
い
は
く
・
聞
及
ふ
名
所
の
数
も
お
ほ
か
ら
す
・
又
寄
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ヨ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ル

　
　
人
の
讃
を

か
れ

し
・
所
≧
の
こ
と
の
葉
に
こ
そ
・
ゆ
き
て
見
ぬ
境
を
も
・
宿
な
か
ら
知
た
よ
り
な
れ
・
濱
ち
と
り
跡
つ
け
を
き
て
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
キ
テ

　
　
老
の

な
み
の
立
居
に
・
物
忘
れ
し
や
す
き
・
た
す
け
に
も
せ
よ
と
な
り
・
物
う
く
む
つ
ま
し
き
折
節
も
あ
れ
と
・
此
掟
い
な
み
か
た

　
　

く
て
・
を
こ
た
ら
す
な
し
も
て
行
ま
s
に
・
五
か
へ
り
の
春
秋
を
へ
て
・
よ
う
つ
お
さ
ま
る
み
つ
の
と
し
・
や
s
こ
と
成
ぬ
・
1

　
　
後
略
1
（
『
績
松
葉
集
』
に
よ
っ
た
。
仮
名
遣
い
・
振
仮
名
・
句
読
点
な
ど
は
す
べ
て
原
本
通
り
と
し
た
。
な
お
、
句
読
点
の
区
別
は
な
い
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
、
・
連
歌
師
里
村
昌
琢
撰
の
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
が
出
版
さ
れ
て
、
人
々
に
享
受
さ

れ
、
広
い
読
者
層
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
判
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
先
行
す
る
『
勅
撰
名
所
和
歌
抄
出
』
な
ど
の
諸
書
は
、

「
家
〉
の
倉
の
中
、
箱
の
底
に
お
さ
ま
り
て
」
、
享
受
者
は
一
部
に
限
ら
れ
、
皆
人
の
披
見
し
得
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ

ら
を
集
大
成
す
る
よ
う
な
「
な
へ
て
人
の
見
る
事
あ
た
」
う
一
書
を
撰
す
る
こ
と
が
、
撰
者
の
意
図
し
た
編
纂
動
機
で
あ
り
、
か
つ
目
的

で
あ
っ
た
ろ
う
。
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
は
和
歌
の
収
録
を
勅
撰
二
十
一
代
集
に
限
定
し
て
い
る
の
で
、
名
所
和
歌
を
『
万
葉
集
』
か
ら
も

採
っ
て
い
る
諸
々
の
先
行
の
歌
枕
・
名
所
集
の
中
か
ら
「
廿
一
代
集
の
外
の
名
所
の
嵜
、
見
及
ふ
に
随
ひ
て
、
是
を
書
付
」
て
、
そ
れ
を

十
六
巻
の

書
に
纒
め
あ
げ
、
『
松
葉
集
』
と
名
付
け
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
名
所
和
歌
と
目
さ
れ
る
も
の
で
所
在
地
（
所
属
国
）
不

明
の
も
の
が
数
多
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
『
八
雲
御
抄
』
『
藻
塩
草
』
　
『
夫
木
抄
』
な
ど
を
照
合
し
、
参
考
し
て
概
ね
国
名
を
書
き
入
れ

た

と
あ
る
。

　
そ

の

編
纂
に

際
し
て
は
、
藍
本
と
目
さ
れ
る
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
や
そ
の
他
の
名
所
集
に
倣
い
、
ま
ず
全
国
を
五
畿
七
道
に
大
別

し
、
つ
い
で
七
道
を
国
別
に
細
分
し
て
、
五
畿
内
六
十
三
箇
国
に
分
け
て
い
る
。
名
所
の
所
在
地
（
所
属
国
）
不
明
の
も
の
は
未
勘
国
と
し

て
収
め

る
体
裁
を
採
っ
て
い
る
。
全
国
か
ら
総
数
二
四
四
⊥
ハ
箇
所
に
及
ぶ
名
所
を
掲
出
し
、
つ
ぎ
に
関
連
す
る
景
物
を
列
挙
し
、
さ
ら
に

国
（
郡
）
名
、
曲
ハ
拠
と
し
た
文
献
名
を
記
す
。
排
列
は
、
い
ろ
は
別
に
し
、
そ
の
名
所
順
に
和
歌
を
収
録
し
て
い
る
。

　
つ

ぎ
に
、
開
板
ま
で
の
経
緯
は
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
の
夏
に
編
纂
を
開
始
し
て
か
ら
五
年
の
暦
日
を
費
し
て
、
万
治
三
年
（
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

六

〇
）
八
月
上
旬
に
終
功
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
績
松
葉
集
』
に
「
六
字
堂
宗
恵
書
ス
　
万
治
三
庚
子
八
月
上
旬
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
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り
確
認
し
得
る
。
そ
し
て
、
万
治
開
板
本
の
刊
記
に
よ
れ
ば
、
九
月
に
は
板
行
の
運
び
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
名
所
の
掲
出
及
び
和
歌
の
収
録
に
つ
い
て
は
、
他
の
多
く
の
名
所
和
歌
集
の
序
や
抜
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
我
は
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ
シ

に

な
り
て
・
物
定
め
し
た
る
に
は
あ
ら
す
・
唯
古
き
集
・
又
は
古
人
書
を
か
れ
た
る
抄
と
も
を
・
書
写
あ
つ
む
る
は
か
り
也
」
と
記
し
て

い

る
。
さ
ら
に
「
同
名
」
二
名
に
国
の
説
く
有
」
名
所
の
処
理
の
厄
介
さ
、
ま
た
誤
写
に
よ
り
「
あ
ら
ぬ
名
所
に
し
な
し
た
る
歌
」
が
あ

り
や
否
や
と
い
う
危
倶
、
「
こ
と
は
り
聞
え
か
た
き
寄
」
が
あ
っ
て
も
、
訂
正
す
る
学
殖
を
持
た
な
い
の
で
原
本
の
ま
ま
に
書
写
し
た
こ

と
な
ど
を
記
し
、
そ
れ
故
、
誤
り
の
あ
る
の
は
致
し
方
な
く
、
こ
れ
ら
の
点
は
「
後
に
見
ん
人
あ
や
ま
り
を
改
め
、
ち
か
ひ
た
る
を
直
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ

れ

ん
、
師
を
頼
む
の
み
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
昌
琢
の
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
の
顕
文
に
「
此
一
部
者
、
互
コ
見
廿
一
代
集

　
　
　
　
ヲ
　
　
シ
テ
　
　

ス

ル

　

　

　

　

　

　
ヲ
　
　
　
　
　
　

ダ

　

　

　

ズ

ル

ニ

　

　
　
ス
ル
　
　
ラ
ク
ハ
　
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　

キ
　

ル
コ

ト
ム
ル
ミ

数
多
之
本
一
、
而
抄
コ
出
名
所
和
歌
一
者
也
。
唯
愚
－
暗
所
レ
撰
　
恐
　
有
二
舛
－
謬
↓
猶
後
見
之
輩
勿
レ
揮
レ
改
而
已
。
」
と
あ
る
の
に
共
通
す
る

姿
勢
を

看
取

し
得
る
。
そ
れ
は
後
世
、
契
沖
の
名
所
研
究
に
よ
り
、
改
正
・
補
訂
が
重
ね
ら
れ
て
『
勝
地
吐
懐
編
』
『
類
字
名
所
補
翼
紗
』

　
　
　
　
　
　
　
註
1
1

『
類
字
名
所
外
集
』
な
ど
が
著
わ
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
『
松
葉
集
』
に
あ
っ
て
も
、
後
世
、
尾
崎
雅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
2

嘉
に

よ
り
検
討
さ
れ
『
増
補
松
葉
名
所
和
歌
集
』
が
編
著
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
共
通
す
る
姿
勢
は
、
昌
琢
に
関
し
て
木
藤
才
蔵
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
3

『
勅
撰
名
所
和
歌
抄
出
』
と
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
と
の
相
違
点
を
論
述
さ
れ
た
中
で
、
名
所
の
所
在
地
（
所
属
国
）
に
関
し
て
契
沖
に
よ

り
指
摘
さ
れ
た
誤
謬
の
多
く
に
つ
い
て
、

　
　
そ

の

こ
と
は
昌
琢
が
実
証
能
力
を
欠
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
く
、
昌
琢
と
契
沖
の
歌
枕
に
対
す
る
姿
勢
の
相
違
に
由
来
す

　
　

る
も
の
で
あ
る
。
昌
琢
は
五
代
集
歌
枕
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
の
名
所
の
集
に
依
然
と
し
て
大
き
な
権
威
を
認
め
て
い
た
。
と
い
う

　
　
こ

と
は
、
先
人
が
そ
の
名
所
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
と
い
う
事
実
に
大
き
な
価
値
を
見
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

　
　
あ
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
も
同
じ
見
解
で
あ
る
、
事
実
宗
恵
は
駿
文
に
記
す
通
り
、
名
所
の
所
在
地
の
多
く
は
『
八
雲
御
抄
』
『
藻
塩

草
』
『
夫
木
抄
』
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
『
和
名
抄
』
『
仙
覚
抄
』
な
ど
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
昌
琢
と
同
じ
く
、
先
人
の
業



績
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
窺
知
し
得
よ
う
。
反
面
、
全
体
に
亙
っ
て
魯
魚
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
点
在
す
る
し
、
名
所
の
所
在
地
に

も
問
題
の
残
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
典
拠
の
原
本
の
ま
ま
に
書
写
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
原
本
の
是
非
の
問
題
で
あ

る
か
ら
、
本
文
や
名
所
の
是
非
を
論
ず
る
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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四

『
松藁
』
に
學
る
研
究
文
献
と
し
て
は
・
尾
崎
雅
嘉
の
垂
三
聾
・
佐
村
八
郎
の
『
冨
書
鮭
聲
福
井
久
蔵
氏
の
昊
日

　
　
　
　
　
　
註
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
8

本
歌
書
綜
覧
』
上
巻
、
吉
田
幸
一
先
生
の
『
和
泉
式
部
研
究
　
二
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
当
該
項
や
、
小
高
敏
郎
氏
の
御
論
考
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
を
充
分
参
考
し
な
が
ら
『
松
葉
集
』
の
内
容
を
慨
説
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
名
所
和
歌
に
関
し
て
述
べ
る
と
、
そ
の
総
歌
数
は
全
十
五
巻
で
＝
五
六
四
首
を
数
え
る
の
で
あ
る
が
、
書
誌
の
項
で
も
述
べ

た

よ
う
に
、
各
巻
の
丁
数
に
差
異
が
あ
る
の
に
比
例
し
て
、
収
載
歌
数
に
も
差
異
が
あ
る
。
各
巻
の
収
載
歌
数
状
況
を
歌
番
号
に
よ
っ
て

示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

巻巻巻巻巻巻巻巻
第第第第第第第第
八七六五四三ニー

しは
に
ほ
へ
と

ち
り
ぬ
る
を
わ

かよ
た

れ
そ

つ
ね
な

む
う
ゐ
の

お
く

　

一～
　
九
三
二

九
三
三～
　
一
六
三
六

一×
看
～
三
δ
七

三
〇
八
～
三
〇
一
八

き

三
～
四
〇
三
九

四
〇
四
〇～
四
八
七
一

四
八
七
＝～
五
さ
五

五否
六
～
六
二
六
七

六七八〇八五七九
六三三ニー七〇三
二四ニー一一四二
首首首首首首首首
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巻
第
　
九

巻
第

十

巻
第
十
一

巻
第
十
二

巻
第
十
三

巻
第
十
四

巻
第
十
五

や

ま
け

ふ
こ

え

て

あさ
き
ゆ
め

みしゑ
ひ

も
せ
す

　

こ
の
よ
う
に
全
国
五
畿
七
道
（
五
畿
内
六
十
三
箇
国
）
か
ら
二
四
四
六
箇
所
に
も
及
ぶ
名
所
を
掲
出
し
、

「
い

ろ
は
歌
」
の
順
に
排
列
し
て
い
る
。
今
、

数
に

は

多
寡
が
生
じ
た
こ
と
や
撰
者
宗
恵
の
名
所
和
歌
採
録
の
姿
勢
と
も
関
連
し
、

差
異
が
生
ず

る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。

の

で
、
そ
れ
ら
を
歌
番
号
で
示
す
と
、

　
　
長

歌

九
九
・
一
九
五
・
三
三
・
四
五
＝
ハ
＝
一
・
杢
○
夫
三
・
六
三
・
六
一
三
・
六
八
七
・
六
九
三
夫
九
四
・
六
九
五
・
七
〇
九
・
七
三
四
・
八
克
・
八
七
〇
・
究
五
・
究
三
究
八
・
二
八
六
二
三
〇
・

　
　
　
　
　
　
三
四
一
・
三
五
六
二
三
六
・
一
三
九
・
西
五
＝
五
二
五
二
五
八
三
・
三
会
・
一
三
五
二
七
七
＝
九
〇
一
・
三
九
五
・
一
≡
三
七
三
〇
四
〇
・
二
〇
七
八
二
一
〇
九
三
・
三
三
・
三
五
九
・

　
　
　
　
　
　
三
杢
ハ
・
三
二
七
・
三
一
四
六
・
二
四
三
〇
三
四
七
六
二
一
四
七
七
二
四
七
八
三
五
〇
三
三
五
〇
四
・
二
五
〇
八
三
五
四
〇
二
奎
八
・
云
吾
三
八
六
五
・
二
八
八
五
・
二
八
九
八
・
三
三
三
・
三
三
八
八
・

　
　
　
　
　
　
三
四
四
五
三
八
〇
九
・
三
八
　
一
一
・
三
八
三
三
八
三
四
・
三
八
三
六
三
九
三
・
四
〇
〇
〇
・
四
三
五
・
四
西
五
・
三
奈
・
四
三
ハ
八
・
四
二
七
〇
・
三
三
・
四
四
〇
八
・
四
交
四
・
四
七
三
三
・
四
七
五
〇
・

　
　
　
　
　
　
四
七
七
二
四
七
八
四
・
四
八
三
西
八
巴
一
丁
四
九
三
・
吾
六
四
・
五
一
充
・
五
一
七
〇
・
五
一
三
・
三
七
三
・
五
三
一
；
三
三
〇
・
五
三
八
・
五
三
七
四
・
五
五
七
九
・
五
七
三
・
五
七
四
四
三
八
三
九
・

　
　
　
　
　
　
五
九
三
・
五
九
七
〇
・
六
9
δ
・
六
〇
七
一
丁
杏
七
三
・
六
三
一
・
六
三
五
よ
三
四
・
竺
杢
・
六
三
＝
ハ
四
四
九
・
奎
七
二
六
五
八
9
六
五
八
二
・
六
六
〇
二
・
六
七
四
六
ニ
ハ
七
四
七
・
六
七
杢
ハ
・

　
　
六
二
六
八
～
六
八
七
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
ハ
〇
六
首

　
　
六
八
七
四
～
七
六
五
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
五
首

　
　
七
六
五
九
～
八
七
二
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
八
首

　
　
八
七
二
七
～
九
四
八
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
一
首

　
　
九
四
八
八
～
一
〇
二
五
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
〇
首

　

乙
二
五
八
～
≡
七
七
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
＝
二
首

　
一
〇
七
七
一
～
二
美
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
四
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
一
一
五
六
四
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
は
別
に
し
、
そ
の
名
所
を

　

い

ろ
は
別
の
歌
数
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
名
所
（
歌
枕
）
に
よ
っ
て
は
古
来
詠
出
さ
れ
た
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

つ
、

分
類
の

都
合
上
巻
々
に
よ
っ
て
収
載
歌
数
に

な
お
、
収
載
和
歌
は
概
ね
短
歌
で
あ
る
が
、
若
干
の
長
歌
・
旋
頭
歌
な
ど
が
収
載
さ
れ
て
い
る
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六
七
七
六
・
六
八
茜
・
六
九
四
五
⊥
ハ
九
四
九
・
七
三
〇
・
七
三
一
・
七
三
九
・
竺
山
ハ
ニ
七
一
六
二
・
七
一
六
三
・
三
六
八
・
三
七
〇
・
七
一
七
六
・
三
〇
〇
・
七
一
言
一
・
七
三
六
七
・
七
五
三
〇
・
七
套
七
・

　
　
　
　
　
　
七実
七
・
七
八
三
・
七
八
四
二
七
八
四
二
・
七
八
四
四
・
七
八
五
八
・
七
八
さ
・
七
八
六
二
・
七
九
二
〇
λ
8
六
・
八
〇
〇
七
・
八
一
八
二
・
八
四
五
二
八
五
三
六
・
八
美
○
・
八
尭
三
三
杢
七
・
八
六
四
三
・

　
　
　
　
　
　

八茜
八
人
八
三
三
・
八
究
四
二
〇
二
六
・
九
〇
吾
・
九
一
六
二
九
≡
・
九
一
六
三
・
九
一
七
八
・
九
一
八
八
・
九
三
六
三
・
九
四
六
六
・
九
五
茜
・
宍
七
〇
三
山
ハ
七
九
・
九
×
八
二
・
突
九
四
・
九
七
〇
〇
・

　
　
　
　
　
　
九三
四
・
九
茜
○
・
九
七
七
五
三
九
九
九
⊥
○
一
六
三
⊥
〇
一
六
八
二
〇
；
六
・
一
〇
三
七
二
〇
三
八
一
二
〇
四
四
八
⊥
〇
六
六
七
二
〇
六
茎
・
一
〇
六
七
四
二
実
芸
・
δ
七
六
・
一
〇
九
八
八
・

　
　
　
　
　
　

二
〇
七
三
二
二
八
七
・
＝
五
三
〇
・
二
五
三
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
首

　
　
旋
頭
歌
　
二
六
九
⊥
二
八
二
六
三
二
八
九
七
⊥
九
四
六
・
三
六
八
・
三
三
五
・
四
八
九
七
三
五
五
八
・
六
〇
四
七
・
六
〇
四
九
・
杢
一
八
・
杢
三
・
さ
三
〇
・
七
三
七
・
七
六
一
三
・
八
〇
八
三
・
会
三
七
・

　
　
　
　
　
　
八
八
三
λ
九
〇
八
・
九
三
五
四
三
五
七
三
・
九
吾
七
・
一
〇
六
七
〇
・
二
〇
二
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
首

　
　
催
馬
楽
　
五
三
二
・
三
八
二
五
・
八
四
四
七
・
一
〇
三
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
首

　
　
神
楽
歌
　
三
莞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
首

　
　
雑

芸

八
三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
首

　
　
連

歌

二

美
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
二
一
九
首

の

よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
短
歌
が
一
一
三
四
五
首
を
占
め
、
短
歌
以
外
は
｝
二
九
首
（
二
％
弱
）
と
い
う
結
果
を
得
る
。

　
つ
ぎ
に
、
宗
恵
が
本
書
を
編
纂
す
る
に
際
し
参
考
に
し
た
文
献
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
寛
文
再
板
本
の
巻
頭
に
添
付
さ
れ
た
「
松
葉

集
引
用
之
書
目
録
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宗
恵
自
ら
が
、
も
し
く
は
宗
恵
以
外
の
何
人
か
が
読
者
の
た
め
に
作
成
し
た
も
の
か
、

読
者
か

ら
の
所
望
に
応
え
て
作
成
し
た
も
の
か
、
は
た
ま
た
、
宗
恵
が
備
忘
録
と
し
て
作
成
し
た
も
の
な
の
か
な
ど
の
点
は
一
切
記
録
が

な
い
の
で
判
断
す
る
術
の
方
便
が
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
は
本
書
の
大
概
を
知
る
の
に
有
用
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
引
用

書
の
全
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
引
用
書
一
覧
表
に
よ
っ
て
知
り
得
る
。

　
引
用
書
の
掲
出
漏
れ
（
○
印
を
参
看
さ
れ
た
い
。
な
お
、
　
「
そ
の
他
」
の
文
献
と
し
て
は
、
歌
合
・
歌
百
首
類
な
ど
を
は
じ
め
三
十
余
り
を
数
え
る
。
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　続後拾遺

　新後拾遺

　新続古今

　古今六帖

　新撰六帖

　現存六帖

　堀川百首
○堀川後百首

　建保百首

　藤川百首

　神道百首

　小計
　総計

数

42

13

17

40

32

20

13

32

32

32

26

56

15

16

41

12

24

32

27

28

19

31

88

06

㍗
58

45

10

14

13

09

　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
2
　
　
　
3
　
1
　
5
　
　
　
　
　
（
0

歌

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

名
葉
今
撰
連
、
⊇
葉
花
載
‥
灘
‥
㌶
葉
⊇
雅
諸

書

万

古
後
拾
後
金
詞
千
新
新
続
続
続
新
玉
続
　
風
新
新

引用書及び収録歌数一覧表

　書　　名

○正治百首

○久安百首

○弘安百首
　千五百番歌合

　六百番歌合

△御裳濯川歌合

△宮河歌合

△正治歌合
○広田社歌合

○古来歌合

　新葉集
　散木奇歌集

　歌仙家集

　拾玉集
　山　家集

　長秋詠藻
　秋篠月清集

　拾遺愚草

　玉吟集
　後鳥羽院集

△後醍醐千首

　為弄千首

　宗良千首

　草庵集
　方与集
　玉計集
　勅撰名所集

　類聚名所集

　類字名所集

△能因歌枕

　小計

歌　数

　　16

　　3

　　6

　200

　201

9
7
2
1
4
4
0
7
2
4
0
9

　
　
9
3
2
4
3
0
6
2
8
1

　
　
　
　
6
6
2
1
1
2
3
2

105

16

85

70

16

　1

98

　1

3，568

　書　　名

○名　　　寄

　大和物語

　住吉物語

○伊勢物語

　源氏物語

　架塵抄
△八雲御抄
　袖　中　抄

　一字抄
△撰集抄
　懐　中　抄

　夫木　抄

　七帖抄
　春雨抄
　題林抄
○万　代集

○良玉　集

○明　玉集

○雲　葉集

　藻塩草
○古　　　歌

○催　馬　楽

○神楽歌
○西　行記
　長明道之記

　そ　の　他

　集付なし
　不明（保留）

小　計

歌　数

1，083

　　6

　　1
　　3

　100

　　1

－
O
O

　
1

3
5
1
8
5
4
6
4
1
0
8
4
3
3
3
5
3
8

7
5
1
1
3
3
1
1
1
7
　
　
　
　
　
9
1

72

4，387

11，564

〈注記〉○印　和（証）歌が収録されていて引用書名の掲出のないもの

　　　△印　引用書名が掲出されていて和（証）歌の収録のないもの
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こ
れ
ら
か
ら
、
各
々
二
首
も
し
く
は
一
首
を
収
録
し
て
い
る
）
や
書
名
の
み
で
収
録
歌
の
な
い
も
の
（
△
印
を
参
看
さ
れ
た
い
）
の
存
す
る
こ
と

を
知
る
と
と
も
に
、
名
所
和
歌
の
収
録
状
況
を
も
概
観
し
得
よ
う
。
引
用
書
を
一
覧
す
る
に
、
諸
書
を
調
査
し
、
名
所
和
歌
を
博
捜
、
整

理

し
て
一
書
に
纒
め
上
げ
る
に
は
、
数
年
の
暦
日
を
要
す
る
こ
と
を
想
察
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
。
収
録
歌
は
、
私
撰
集
の
『
夫
木
抄
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

か

ら
が
圧
倒
的
に
多
く
、
『
万
葉
集
』
、
歌
枕
類
の
「
名
寄
」
が
こ
れ
に
続
き
、
家
集
で
は
『
六
家
集
』
歌
人
の
歌
が
多
い
。

　

さ
て
、
本
書
の
資
料
的
評
価
を
述
べ
る
に
つ
い
て
は
、
多
面
的
な
検
討
を
必
要
と
す
る
が
、
い
ま
、
本
書
中
の
集
付
や
作
者
名
に
お
け
る

検
討
を

通
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
全
体
を
通
し
て
の
調
査
検
討
に
は
な
お
多
少
の
時
間
を
要
す
る
。
「
名
寄
」
ほ
か
数
本
は
検
討
中
で

あ
る
か
ら
、
全
歌
数
一
覧
に
若
干
の
数
字
の
動
き
は
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
検
討
結
果
か
ら
で
も
、
ほ
ぼ
全
体
の
傾
向
を
推
察
し
得

よ
う
。
い
ま
、
『
万
葉
集
』
歌
一
五
四
二
首
、
「
二
十
一
代
集
」
歌
五
五
九
首
、
『
夫
木
抄
』
歌
二
七
五
五
首
を
対
象
と
し
て
検
討
す
る
と
、

集
付
で
は
『
万
葉
集
』
五
八
例
、
「
二
十
一
代
集
」
四
八
例
、
『
夫
木
抄
』
四
九
例
を
、
作
者
名
で
は
『
万
葉
集
』
　
一
七
一
例
、
コ
一
十
一

代
集
」
三
五
例
、
『
夫
木
抄
』
二
〇
二
例
の
誤
謬
を
各
々
指
摘
し
得
る
。
い
ま
、
そ
の
検
討
結
果
を
仔
細
に
述
べ
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、

三
者
に

共
通
す

る
誤
謬
を
概
説
す
る
な
ら
ば
、
集
付
に
関
し
て
は
、
①
各
々
に
他
の
歌
集
の
和
歌
を
有
す
る
こ
と
（
「
万
葉
集
』
六
例
、
「
二

十
一
代
集
」
六
例
、
『
夫
木
抄
』
三
七
例
）
。
②
『
万
葉
集
』
で
は
各
巻
相
互
間
の
漢
数
字
の
混
乱
に
よ
る
誤
り
、
コ
一
十
一
代
集
L
で
は
各
集

の

名
相
互
間
の
文
字
の
誤
読
に
よ
る
誤
写
、
『
夫
木
抄
』
で
は
整
理
段
階
で
の
混
乱
と
思
わ
れ
る
誤
り
を
有
す
る
こ
と
（
『
万
葉
集
』
五
二
例
、

「
二
十
一
代
集
」
三
六
例
、
『
夫
木
抄
』
三
七
例
）
。
作
者
名
に
関
し
て
は
、
①
作
者
の
官
職
名
（
ま
た
は
女
房
名
）
の
一
部
を
採
択
す
る
の
に
不

適
当
な
も
の
が
あ
る
こ
と
。
②
作
者
名
の
見
落
し
が
あ
る
こ
と
（
『
万
葉
集
』
二
二
例
、
「
二
十
一
代
集
」
九
例
、
『
夫
木
抄
』
四
九
例
）
。
な
お
、

『
万
葉
集
』
で
は
柿
本
人
麻
呂
・
大
伴
家
持
（
人
麻
呂
六
四
例
、
家
持
一
三
例
の
計
七
七
例
）
に
関
す
る
誤
謬
が
多
い
こ
と
が
目
に
つ
く
。
全
体

を

通

し
て
は
不
注
意
に
よ
る
も
の
、
或
は
見
誤
り
に
よ
っ
て
一
字
の
み
の
誤
謬
の
多
い
こ
と
も
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
し

て

は
、
最
後
に
「
集
付
」
及
び
「
作
者
名
」
の
検
討
結
果
一
覧
表
を
添
附
し
て
お
い
た
の
で
参
看
願
え
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

　
以
上
の
結
果
か

ら
、
本
書
を
資
料
と
し
て
所
用
す
る
に
は
少
な
か
ら
ぬ
補
訂
が
必
要
で
あ
り
、
充
分
留
意
す
べ
き
こ
と
は
論
を
侯
た
な
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い
。
よ
っ
て
、
原
状
で
は
未
整
理
・
不
備
な
点
を
有
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
名
所
和
歌
と
は
、
名
所
や
そ
れ
に
関
連
す
る
景
物
が
和
歌
の
中
に
如
何
に
よ
く
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
か
と
い
う
点
に

主
眼
が
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
収
録
歌
の
典
拠
で
あ
る
書
名
と
作
者
名
と
を
記
す
こ
と
は
、
第
二
義
の
も
の
で
あ
っ

た

の

だ

ろ
う
。
前
述
の
検
討
結
果
に
少
な
か
ら
ぬ
誤
謬
を
指
摘
し
得
る
の
も
、
や
は
り
そ
こ
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
本
書

に

限

ら
ず
、
先
行
の
『
勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
』
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
『
歌
枕
名
寄
』
な
ど
に
も
窺
見
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
概
ね
大
部
な

名
所
和
歌
集
に
共
通
す
る
現
象
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
は
言
う
も
の
の
、
そ
れ
ら
に
誤
謬
が
あ
っ
て
も
良
い
と
言
う
の
で
は
な
い
。
少
な

く
と
も
、
和
歌
の
享
受
史
的
観
点
か
ら
は
容
認
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
本
文
な
ど
の
校
訂
が
必
要
に
な
る
。
そ
し
て
、
訂
さ
れ
て
初
め

て
資
料
と
し
て
用
う
る
に
足
る
も
の
に
な
ろ
う
。
半
面
、
屡
述
で
は
あ
る
が
、
宗
恵
が
記
す
よ
う
に
、
改
訂
・
校
訂
を
施
す
こ
と
な
く
原

本
に
忠
実
に
書
写
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
今
日
流
布
本
と
称
す
る
古
典
の
教
材
を
読
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
書
に
限
ら
ず
、
諸
文

献
を

検
討
す

る
時
に
そ
の
当
時
の
教
材
を
知
る
恰
好
の
資
料
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
大
部
の
書
で
あ
る
名
所
和
歌
集
や
類
題
和
歌
集
は
、
往
往
、
副
次
的
に
散
侠
歌
集
な
ど
の
新
資
料
を
提
供
し
て
き
た
こ
と
は
周

知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
果
し
て
、
本
書
に
お
い
て
も
「
玉
計
集
」
「
七
帖
抄
」
と
い
う
両
書
が
所
引
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
神
作

　
　
　
　
註
勿

光
一
の
論
考
に
縷
述
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
江
戸
初
期
の
啓
蒙
期
に
あ
っ
て
、
当
代
の
人
々
の
要
求
に
応
え
る
べ
き
一
書
を
撰
す
る

に
、
可
能
な
限
り
の
先
行
文
献
を
博
捜
し
、
閲
覧
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
な
新
資
料
を
提
供
し
た
『
松
葉
集
』

の

編
纂
に
専
念
し
、
一
万
一
千
首
を
超
え
る
膨
大
な
名
所
和
歌
を
収
録
し
、
整
理
す
る
に
、
五
年
間
の
暦
日
を
費
や
し
た
宗
恵
の
努
力
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

五

以

上
、
『
松
葉
集
』
の
諸
伝
本
の
紹
介
と
内
容
検
討
を
通
し
、
資
料
と
し
て
の
一
端
を
見
て
き
た
。
し
か
し
、
歌
数
一
覧
な
ど
の
数
字
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は
動
き
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
は
漸
次
補
訂
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
本
書
を
資
料
と
し
て
み
る
と
き
に
、
充
分
な
補
訂
の
後
に
所
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
。
と
も
あ
れ
、
撰
者
宗
恵

が
顕
文
に
記
す
よ
う
に
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
以
外
の
先
行
の
歌
枕
・
名
所
集
な
ど
に
所
載
さ
れ
た
名
所
和
歌
を
、
恰
好
な
一
書
に
纒
め

上
げ
、
多
く
の
人
々
の
目
に
触
れ
ん
こ
と
を
、
換
言
す
れ
ば
、
出
版
企
業
の
隆
盛
と
相
挨
っ
て
、
文
学
の
享
受
者
．
読
者
が
庶
民
層
に
ま

で
普
及
す

る
こ
と
を
願
っ
た
所
期
の
目
的
は
一
応
達
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
2
1

数
度
か
重
版

さ
れ
た
記
録
の
存
す
る
こ
と
か
ら
も
、
よ
り
広
く
厚
い
享
受
層
を
獲
得
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ

う
。　

ま
た
、
合
理
的
実
証
的
な
考
証
の
欠
如
か
ら
、
名
所
や
本
文
に
少
な
か
ら
ぬ
誤
謬
は
存
す
る
も
の
の
、
膨
大
な
名
所
和
歌
を
収
録
し
て

い

る
点
、
そ
れ
に
よ
り
「
玉
計
集
」
「
七
帖
抄
」
の
散
扶
歌
集
と
目
さ
れ
る
新
資
料
を
提
供
し
て
い
る
点
な
ど
に
、
本
書
の
資
料
的
価
値

を
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

解題1679

註
1
　
八
千
余
首
を
有
す
る
大
部
な
名
所
和
歌
集
で
あ
る
。
諸
本
と
し
て
は
、
内
閣
文
庫
蔵
本
（
室
町
末
期
写
、
十
冊
）
な
ど
が
あ
る
。

註
2
　
連
歌
師
里
村
昌
琢
撰
。
諸
本
と
し
て
は
、
写
本
（
東
大
青
洲
文
庫
蔵
本
な
ど
）
・
古
活
字
版
（
穂
久
適
文
庫
蔵
本
）
・
刊
本
（
元
和
刊
ほ
か
七

　
　
種
類
、
国
会
図
書
館
蔵
本
な
ど
）
が
現
存
す
る
。

註
3
　
澄
月
撰
。
写
本
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
な
ど
）
と
刊
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
な
ど
）
と
が
伝
存
す
る
。
現
存
写
本
に
つ
い
て
は
、
渋
谷
虎
雄
氏
・

　
　
樋
口
百
合
子
氏
「
「
歌
枕
名
寄
」
諸
本
の
校
定
と
そ
の
系
統
に
つ
い
て
」
の
中
に
「
1
諸
本
の
解
題
」
（
大
阪
教
育
大
学
紀
要
　
第
2
4
巻
　
第
－
部

　
　
門
第
1
号
　
昭
和
5
0
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
同
氏
編
『
校
本
語
枕
名
寄
本
文
篇
』
（
桜
楓
社
刊
・
昭
五
二
・
三
）
を
参
看
さ
れ
た
い
。
な
お
、
刊
本

　
　
『
歌
枕
名
寄
』
〔
万
治
二
年
（
識
語
）
板
　
三
十
九
巻
三
十
九
冊
（
吉
田
幸
一
先
生
蔵
本
）
〕
（
古
典
文
庫
刊
・
全
八
冊
）
の
翻
刻
が
あ
る
。

註
4
　
内
容
・
諸
本
な
ど
に
関
し
て
は
、
拙
編
著
『
績
松
葉
集
本
文
及
び
索
引
』
（
笠
間
書
院
刊
・
昭
五
二
・
八
）
を
参
看
さ
れ
た
い
。

註
5
　
内
容
は
、
一
丁
目
に
五
畿
七
道
の
大
別
を
示
し
、
二
丁
目
か
ら
名
所
を
列
挙
し
て
い
る
（
口
絵
第
七
・
八
図
参
看
）
。

註
6
　
全
四
丁
か
ら
成
り
、
匡
郭
（
本
文
に
略
同
寸
法
）
内
に
適
宜
枠
を
施
し
て
、
註
U
に
記
す
よ
う
に
『
万
葉
集
』
か
ら
『
長
明
道
之
記
』
ま
で
を
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掲
出
し
て
あ
る
（
口
絵
第
十
図
参
看
）
。

註
7
　
『
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』
第
四
章
第
一
節
、
二
六
九
頁
～
二
九
三
頁
。

註
8
　
題
籏
「
八
月
十
五
夜
の
和
歌
六
首
」
と
あ
る
掛
物
一
軸
（
函
号
　
囹
三
九
三
）
。
小
高
氏
が
記
す
よ
う
に
、
宗
恵
が
師
貞
徳
に
詠
草
の
加
点
を

　
　
請
い
、
こ
れ
に
貞
徳
が
批
評
を
書
き
加
え
た
も
の
で
、
宗
恵
の
詠
草
五
首
と
、
貞
徳
の
詠
草
一
首
と
が
、
各
々
の
筆
跡
で
記
さ
れ
て
い
る
。
な

　
　
お
、
拙
編
著
『
績
松
葉
集
本
文
及
び
索
引
』
に
口
絵
図
版
と
し
て
掲
載
し
て
お
い
た
。

註
9
　
「
ソ
ウ
ケ
イ
」
の
項
に
、
「
宗
恵
　
歌
人
な
り
六
字
堂
と
號
す
連
歌
を
好
み
て
善
く
す
案
て
和
歌
に
巧
み
な
り
宗
碩
を
唱
ふ
萬
治
年
中
の
人
な
り

　
　
（
襲
定
便
覧
）
」
と
あ
る
。
な
お
、
「
ソ
ウ
ヱ
」
の
項
に
は
、
「
宗
恵
「
ソ
ウ
ケ
イ
」
L
と
な
っ
て
い
る
。

註
1
0
　
「
宗
恵
」
の
項
に
、
「
萬
治
年
中
の
連
歌
師
。
六
字
堂
と
號
す
」
と
あ
る
。

註
1
1
　
『
勝
地
吐
懐
編
』
『
類
字
名
所
補
翼
紗
』
『
類
字
名
所
外
集
』
の
三
書
に
関
し
て
は
『
契
沖
全
集
第
十
二
巻
』
（
岩
波
書
店
刊
　
昭
四
九
・
二
）
久

　
　
保
田
淳
氏
の
解
説
を
参
看
さ
れ
た
い
。

註
1
2
　
尾
崎
雅
嘉
自
ら
が
『
群
書
一
覧
』
に
記
す
。

　
　
　
　
　
増
補
松
葉
名
所
和
歌
集
　
八
巻
　
尾
崎
雅
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
タ
　
ぐ
ぐ
　
　
　
　
ヨ

　
　
宗
恵
の

松
葉
集
に
引
あ
や
ま
れ
る
歌
を
こ
と
ρ
＼
く
改
め
正
し
其
飴
日
本
紀
古
事
記
萬
葉
集
勅
撰
外
の
集
ど
も
あ
る
ひ
は
う
つ
ほ
竹
取
伊
勢
大
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ワ
イ

　
　
落
く
ぼ
と
り
か
へ
ば
や
源
氏
狭
衣
栄
花
平
家
曽
我
三
鑑
等
の
物
語
草
子
の
類
よ
り
歌
合
の
類
百
首
千
首
の
類
中
古
の
家
集
近
世
名
家
の
集
老
椀
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
シ
ヤ
ウ

　
　
雲
栄
葉
等
の
集
諸
家
の
紀
行
の
類
に
い
た
る
ま
で
数
百
部
の
書
を
引
讃
と
し
て
ひ
ろ
く
名
所
の
う
た
を
あ
つ
め
い
ろ
は
の
次
第
に
こ
れ
を
の
せ
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ゥ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　フ

ン

　

　
ケ

ン

シ

ユ
ヅ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ク
ワ
ウ
ハ
ぐ

　
　
ご
と
に
四
季
の
よ
み
合
せ
景
物
等
を
上
層
に
し
る
し
て
一
覧
に
検
出
し
や
す
か
ら
し
む
よ
み
合
の
廣
博
な
る
事
は
吉
野
山
の
よ
み
合
百
五
十
蝕
に

　
　
オ
ヨ
　
　
　
　
　
　
ジ
ユ
ソ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

　
　
及
べ
り
飲
は
准
知
す
べ
し
　
○
巻
尾
に
漢
土
の
勝
地
を
よ
め
る
う
た
を
諸
書
よ
り
考
へ
出
し
て
こ
れ
を
の
す

　
　
　
な
お
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
写
本
（
一
〇
巻
一
〇
冊
本
。
甲
・
和
・
三
一
八
）
が
伝
存
す
る
。

註
1
3
　
「
契
沖
全
集
月
報
7
　
第
1
2
巻
」
（
岩
波
書
店
刊
　
昭
四
九
・
二
）
。

註
1
4
　
『
群
書
一
覧
』
（
尾
崎
雅
嘉
編
著
）
名
所
類
巻
之
六
（
享
和
元
年
版
本
六
冊
）

　
　
　
　
　
加
松
葉
名
所
和
歌
集
　
十
六
巻
　
出
示
恵

　
　
　
セ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ

　
　
宗
碩
が
類
字
名
所
集
に
の
せ
ざ
る
歌
ど
も
を
ひ
ろ
く
あ
つ
め
の
す
二
十
一
代
集
の
歌
は
多
く
類
字
名
所
集
に
載
た
れ
ば
そ
の
遺
れ
る
を
拾
ひ
も
つ

　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
チ
キ

　
　

は
ら
其
他
の
諸
書
よ
り
採
摘
せ
り
引
用
の
書
は
　
萬
葉
集
　
二
十
一
代
集
　
古
今
六
帖
　
現
存
六
帖
　
新
撰
六
帖
　
堀
川
百
首
　
建
保
百
首
　
藤

　
　

川
百
首
神
道
百
首
　
六
百
番
歌
合
千
五
百
番
歌
合
　
御
裳
濯
川
歌
合
宮
川
歌
合
　
正
治
歌
合
　
勅
撰
名
所
集
　
新
葉
集
　
歌
仙
家
集
　
散
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木
集
　
後
鳥
羽
院
御
集
　
六
家
集
　
草
奄
集
　
方
与
集
　
玉
計
集
　
類
聚
名
所
集
　
類
字
名
所
集
　
後
醍
醐
天
皇
千
首
為
テ
千
首
能
因
歌
枕

　
　
大
和
物
語
　
住
吉
物
語
　
源
氏
物
語
　
架
塵
抄
　
八
雲
御
抄
　
袖
中
抄
　
一
字
抄
　
撰
集
抄
　
懐
中
抄
　
夫
木
抄
　
七
帖
抄
　
春
雨
抄
　
題
林
抄

　
　
藻
塩
草
　
長
明
道
之
記
等
な
り
（
こ
の
後
に
、
践
文
「
名
所
な
る
べ
き
歌
…
…
や
s
こ
と
な
り
ぬ
云
く
」
が
あ
る
が
省
略
す
）
。
○
此
奥
書
の
終
り

　
　
に

万
治

三
年
庵
子
八
月
上
旬
六
字
堂
宗
恵
と
し
る
せ
り

　
　
と
あ
る
。

註
1
5
　
『
櫛
國
書
解
題
』
（
佐
村
八
郎
著
）
九
九
八
頁
。

　
　
　
し
よ
う
え
ふ
め
い
し
よ
わ
か
し
ふ

　
　
　
　
松
董
一
名
所
…
和
歌
隼
〔
　
　
十
六
巻
　
　
　
　
宗
恵
｝

　
　
我
が
諸
國
名
所
に
關
す
る
和
歌
を
類
聚
し
た
る
も
の
。
名
所
類
字
和
歌
、
類
字
名
所
和
歌
集
、
類
字
名
所
和
歌
集
抜
書
、
類
字
名
所
補
翼
抄
、
類

　
　
字
名
所
外
集
等
に
遺
り
た
る
も
の
を
敷
十
の
歌
集
物
語
等
に
捜
索
し
た
る
な
り
。
萬
治
三
年
庚
子
〔
二
三
二
〇
〕
の
編
に
か
s
る
。
同
著
者
の
績

　
　
松
葉
集
四
巻
、
尾
崎
雅
嘉
の
増
補
松
葉
名
所
集
八
巻
、
同
新
松
葉
名
所
和
歌
集
二
巻
等
あ
り
。
そ
は
其
の
名
の
下
に
解
題
す
べ
し
。

　
　
◎
宗
恵
は

六
字
堂

と
號
す
萬
治
三
〔
二
三
一
八
ー
二
三
二
〇
〕
中
の
人
に
し
て
、
和
歌
を
善
く
し
、
ま
た
連
歌
に
巧
な
り
。

註
1
6
　
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』
上
巷
（
幅
井
久
蔵
編
著
）
三
八
九
頁
。

　
　
　
　
松
葦
…
名
所
和
歌
集
　
　
　
十
⊥
ハ
｛
巷
　
　
　
　
古
示
恵

　
　
宗
恵
が
勅
撰
名
所
和
歌
抄
に
載
せ
ざ
る
歌
を
、
廣
く
勅
撰
以
外
に
つ
き
て
集
め
、
國
の
知
れ
ざ
る
は
、
八
雲
御
抄
、
藻
汐
草
、
夫
木
集
な
ど
を
見

　
　
合
せ
て
、
書
入
れ
た
り
。
萬
治
三
年
上
木
。
所
説
間
々
誤
あ
れ
ど
廣
く
一
般
に
用
ひ
ら
れ
た
り
。
◇
宗
恵
は
六
字
堂
と
號
す
。
又
随
有
軒
と
い
へ

　
　
り
。

　
　
　
な
お
、
随
有
軒
の
号
に
つ
い
て
は
小
高
氏
の
御
指
摘
（
『
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』
二
七
一
頁
）
の
よ
う
に
、
践
文
の
「
延
宝
二
年
寅
の
葉
月

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
初
あ
つ
方
あ
る
に
し
た
が
ふ
軒
端
に
て
は
し
り
書
き
侍
り
」
と
あ
る
中
の
「
あ
る
に
し
た
が
ふ
軒
」
に
依
拠
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
践
文
は

　
　
宗
恵
の

も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
や
は
り
他
人
の
号
と
み
る
の
が
穏
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

註
1
7
　
『
和
泉
式
部
研
究
　
二
』
七
五
四
頁
。

　
　
〔
一
四
〕
松
葉
名
所
和
歌
集
　
十
六
冊
　
六
字
堂
宗
恵
撰
　
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
九
月
刊
　
尊
経
閣
文
庫
蔵
。
廿
一
代
集
そ
の
他
か
ら
名
所

　
　
歌
を
集
め
た

る
も
の
。
歌
枕
い
ろ
は
別
。
刊
記
「
万
治
三
年
庚
子
九
月
吉
日
堀
河
通
出
水
上
ル
町
西
表
清
水
半
兵
衛
開
板
」
。
国
会
図
書
館
蔵
、
寛

　
　
文
七
年
上
村
二
良
右
衛
門
板
は
寄
枕
国
別
、
な
ら
び
に
引
用
書
の
総
目
録
を
添
へ
、
践
文
を
削
っ
て
あ
る
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と
あ
る
。

註
1
8
　
『
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』
第
四
章
第
一
節
、
二
八
〇
頁
～
二
八
三
頁
。

註
1
9
　
「
名
寄
」
は
『
歌
枕
名
寄
』
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
註
3
で
述
べ
た
が
、
諸
伝
本
に
は
写
本
と
刊
本
と
が
あ
り
、
数
多
現
存
す
る
。
諸

　
　
本
中
、
最
多
歌
数
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
万
治
二
年
（
識
語
）
板
本
と
は
、
並
行
し
て
板
行
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
典
拠
は
何
ず
れ
で

　
　
あ
る
か
は
今
は
未
詳
で
あ
る
。

註
2
0
　
「
文
学
論
藻
」
第
四
十
八
号
　
（
昭
四
八
・
一
二
）
所
収
「
『
松
葉
名
所
和
歌
集
』
所
引
の
「
玉
計
集
」
「
七
帖
抄
」
に
つ
い
て
ー
散
秩
歌
集
復
原
の
試

　
　
　
み
ー
」
。
な
お
、
こ
の
論
考
は
、
「
解
題
H
」
と
し
て
補
訂
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
看
さ
れ
た
い
。

註
2
1
　
「
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
」
に
初
見
し
、
「
元
禄
十
二
年
刊
新
版
増
補
書
籍
目
録
」
に
至
る
ま
で
、
全
て
宗
恵
作
十
六
冊
本
と
し
て
所
載
さ
れ

　
　
る
。

〔附
記
〕
　
本
稿
は
「
文
学
論
藻
」
第
五
十
一
号
（
昭
五
一

　
　
1
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
一
二
月
）
に
同
題
で
発
表
し
た
拙
稿
を
基
と
し
、
そ
れ
に
若
干
の
補
訂
を
加
え
て
「
解
題



〈
追
記
〉
か
ね
て
よ
り
閲
覧
希
望
の
「
明
治
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
」
を
拝
見
し
得
た
の
で
、
そ
の
書
誌
な
ど
を
記
し
て
お
く
。

　
　
書
型
　
大
本
、
十
六
巻
八
冊
。
縦
二
六
・
二
糎
、
横
一
九
・
二
糎
。
楮
紙
袋
綴
。

　
　
表
紙
播
目
繧
色
菱
つ
な
ぎ
小
紋
に
浮
線
草
花
紋
様
。
左
肩
に
「
松
葉
集
　
目
録
」
（
楮
紙
に
墨
書
）
「
松
葉
集
一
　
以
大
類
字
（
～
三
・
五
・
七
・
九

　
　
　
十
一
　
安
）
（
十
五
は
落
剥
か
）
」
の
よ
う
に
合
綴
本
の
初
め
の
巻
々
の
子
持
枠
印
行
題
籏
を
貼
附
す
る
。

　
　
内
題
・
尾
題
・
匡
郭
・
柱
題
・
丁
付
・
丁
数
は
「
巻
第
十
五
」
を
除
い
て
各
々
神
作
本
に
同
様
で
あ
る
。

　
　
印
記
　
各
巻
表
紙
見
返
し
に
「
明
治
大
學
圓
書
館
之
印
」
の
方
形
朱
陽
印
及
び
「
明
治
大
学
附
属
図
書
館
　
昭
和
二
七
　
二
　
一
五
　
受
入
　
三
二
九
七
一
」

　
　
　
の
受
入
月
日
並
び
に
受
入
番
号
（
こ
れ
の
み
青
色
）
の
円
形
朱
陽
印
を
、
初
葉
右
下
に
「
明
大
図
書
館
」
の
長
方
形
朱
陽
印
を
各
々
捺
す
。

　
　

本
書
は

全
十
六
巻
が

目
録
、
巻
第
一
・
二
、
巻
第
三
・
四
、
巻
第
五
・
六
、
巻
第
七
・
八
、
巻
第
九
・
十
、
巻
第
十
一
・
十
二
・
十
三
・
十
四
、

　
　
巻
第
十
五
の
よ
う
に
八
分
冊
さ
れ
て
い
る
。
本
来
の
「
巻
第
十
五
」
は
散
侠
し
て
お
り
、
転
写
本
を
以
っ
て
補
っ
て
あ
る
。
最
終
丁
は
裏
表
紙
の

　
　
共
紙
と
な
っ
て
い
る
が
、
寛
文
七
年
再
板
本
に
同
様
の
刊
記
・
板
元
を
確
認
し
得
る
。
ま
た
、
　
「
目
録
」
の
冒
頭
に
「
松
葉
集
引
用
之
書
目
録
」

　
　
が
添
附
さ
れ
て
お
り
、
本
来
は
寛
文
七
年
再
板
本
の
体
裁
・
内
容
を
具
備
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
墨
や
朱
墨
に
よ
る
書
入
れ
な
ど
は
見
当
ら

　
　
な
い
。
書
写
者
の
識
語
や
署
名
は
な
く
、
何
人
の
手
に
依
っ
て
書
写
さ
れ
た
の
か
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、
『
私
撰
集
伝
本
書
目
』

　
　
に
は
「
刊
記
不
明
本
」
と
あ
る
が
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　

本
書
の
閲
覧
に
は
明
治
大
学
附
属
図
書
館
並
び
に
、
木
村
正
中
先
生
の
格
別
の
御
高
配
を
恭
う
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。

1解題683
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集
付
検
討
結
果
一
覧
表

　
　
　
　
　
凡
　
　
　
　
例

一、

本
表
は

『
松
葉
集
』
所
引
の
諸
書
の
う
ち
、
『
万
葉
集
』
「
勅
撰
二
十
一
代
集
」
『
夫
木
抄
』
に
関
す
る
「
集
付
」
の
検
討
結
果
一
覧
表
で
あ

　
る
。

一
、

前
記
三
者
に
お
い
て
上
段
漢
数
字
は
『
松
葉
集
』
の
歌
番
号
、
中
段
は
『
松
葉
集
』
の
表
記
、
下
段
は
検
討
結
果
（
歌
集
名
・
国
歌
大
観
番

　
号
等
）
を
示
す
。

一
、

前
記
三
者
に
お
け
る
1
印
は
、
表
記
に
誤
り
が
存
す
る
た
め
に
訂
正
を
要
す
る
も
の
を
示
す
。

一
、

『
万
葉
集
』
「
勅
撰
二
十
一
代
集
」
に
お
け
る
ー
印
は
、
表
記
の
誤
り
で
は
な
い
が
適
正
を
欠
く
の
で
補
充
を
要
す
る
も
の
を
示
す
。

　

万
　
葉
　
集

九
八　
同
（
・
万
九
）
↓
万
三
・
二
会
六

九
九　
同
（
・
万
九
）
ー
↓
万
三
二
三
三
六

四
〇
二　
同
（
・
万
三
）
↓
夫
木
抄
（
三
）

四五一

同
（
・
万
八
）
ー
↓
万
三
・
三
西
〇

四
六
三　
万
一
四
　
　
ー
↓
万
二
・
二
竺
○

琶
一
万
一
七
　
　
ー
↓
万
茜
・
三
四
〇
九

皿
四
三　
同
↑
万
；
）
ー
↓
万
西
・
三
四
一
〇

琵
四
同
↑
万
一
七
）
↓
万
西
三
四
一
五

茜
五
　
同
（
・
万
一
七
）
ー
↓
万
茜
・
三
四
完

五呉
　
同
（
・
万
一
七
）
1
↓
万
西
三
四
三

六
三
　
同
（
・
万
一
七
）
↓
万
六
・
四
二
六

七
三四　
同
（
・
万
豆
）
ー
↓
万
四
三
〇
九

四九八八八六六工四九ごニー九四六八六五五一〇〇〇×一五九〇五工五七八一昆四一六〇八工
万
長
歌
　ー
万
一
長
歌
・
三

万
一
一
　
　
ー
↓
夫
木
抄
（
一
三
）

万
一
九
　
　
ー
↓
万
九
長
歌
二
蓋
七

同
㌃
万
三
）
i
↓
万
一
八
・
四
〇
五
六

万
二
　
　
↓
万
九
二
七
四
七

万

δ
　

　↓
万
二
三
四
五
三

万
＝
長
　
↓
万
一
長
歌
三
九

同
（
・
万
一
五
）
1
↓
万
三
自
三
四

同
（
・
万
三
）
－
↓
万
九
長
歌
二
八
〇
七

同
（
・
万
三
）
ー
↓
万
三
長
歌
・
一
三
九

万
七
　
　
－
↓
万
一
七
西
O
O
O

万
二
　
　
ー
↓
万
一
一
長
歌
・
三
五

万
三
　

　↓
万
一
五
三
六
琵

　
　
　
　
ー
↓
万
九
二
七
〇
四

六五五竃五五五四四四四四四三一 九六四二〇〇九三ニー一一八六七六〇六六ニー六七×三一三二〇八三二四九七八ニー五八一
万万万万万万万　　万
一一一一一 三三　　　　　六〇六二ニニニー　　　　　　　II

同
（
・
万
六
）
ー
↓
万
三
長
歌
・
四
六
七

同
（
・
万
一
五
）
ー
↓
夫
木
抄
（
量
）

万
三
　
　
－
↓
万
三
長
歌
↓
三
美

同
（
・
万
三
）
－
↓
万
一
七
三
八
九
九

　
　
　
　
ー
↓
拾
遺
三
八
八

同
（
万
六
）
ー
↓
万
八
∴
杏
四

同
（
・
万
一
五
）
↓
万
予
｝
六
三

ー
↓
万
三
・
三
六
四

ー
↓
万
三
・
三
三
〇
二

ー
↓
万
七
・
二
七
六

i
↓
万
一
δ
西
三
八

ー
↓
万
二
二
五
八
七

－
↓
万
六
・
九
一
七

ー
↓
万
三
・
三
四
二
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一一 〇九九九九八八八八八八八七七七六六六五四四六六五三八七五四ニー〇七三二九五四四二三四四七二五九三九〇〇九四〇〇四六工七八六四三三六九一×－〇三六九一六五〇六
万
二
〇
　
　
ー
↓
万
三
三
《
四
八

同
（
n
万
一
〇
）
ー
↓
万
七
二
〇
空

万
長
歌
　

ー
↓
万
二
至

同
（
・
万
一
六
）
↓
万
一
予
三
六
〇
七

万
六
　
　
ー
↓
万
÷
一
〇
五
八

同
（
・
万
三
）
1
↓
万
一
九
・
四
二
五
八

同
（
n
万
三
）
－
↓
万
七
・
二
芸

同
（
n
万
茜
）
↓
万
二
㌣
四
四
三

万
七
　
　
－
↓
万
九
二
莞
O

同
（
・
万
二
）
1
↓
万
西
三
五
〇
三

同
（
・
万
三
）
1
↓
万
三
長
歌
三
三
〇
五

同
（
万
四
）
　
ー
↓
万
六
二
〇
〇
四

同
（
川
万
一
〇
）
1
↓
夫
木
抄
（
三
一
）

万
二
　
　
↓
万
三
三
会

同
（
・
万
八
）
ー
↓
万
七
・
三
九
五

同
（
w
万
二
）
1
↓
万
七
・
一
〇
九
四
イ

同
（
・
万
二
）
ー
↓
万
七
・
三
七
七

万

ー
万
西
・
三
四
三
〇

万
一
〇
　
　
ー
↓
万
二
・
二
六
三
八

同
（
・
万
二
）
ー
↓
夫
木
抄
（
二
五
）

　
勅
撰
二
十
一
代
集

≡
美
　
同
（
n
新
古
）
ー
↓
夫
木
抄
（
二
三
）

ム　　　ニ　ニ　へ　くつくつづゴヨエエニニ　セヨ　ヨヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　充究窒杢≦三…＝碧合冥塁三言莞≡矢言孟合≦吾三六宅

千新　玉続新続続後新玉続古続続続続新新後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉続続　後　　　葉後古拾後拾後葉後今後後後後後後拾　葉後後

1
続
後
撰
二
五
八

ー
続
後
撰
三
美

ー
↓
続
後
撰
三
〇
九

ー
↓
続
後
拾
遺
七
琵

ー
↓
続
後
拾
遺
三
五
三

ー
新
後
撰
一
穴
〇
四

ー
新
後
撰
七
七
五

ー
続
後
拾
遺
完
九

ー
続
後
拾
遺
三
〇
五

－
続
後
撰
三
奈

－
続
後
撰
一
三
八

－
↓
新
古
今
完
竺

－
続
後
拾
遺
三
莞

ー
↓
金
葉
八
五

－
新
後
撰
八
窒

ー
↓
続
拾
遺
一
三
七

ー
続
後
撰
冗
六

ー
↓
後
拾
遺
五
三

1
↓
新
続
古
今
七
一
六

－
続
後
拾
遺
三
四
七

ー
↓
後
拾
遺
一
一
三

ー
↓
続
後
撰
五
四
〇

1
新
後
撰
七
茜

－
千
載
三
七
八

皿五五四四四四四四四三三三三三皇三三三三二二ニニ三三一八七六四四二〇八七七六六五三ニニー九九八八九五八七七五〇〇八四〇〇〇八〇八六五二四八六七七七一一二×五一〇七一四四一九二八一八七三一一六〇
千続新新千続続続新　続新後拾続続金千続新千　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千同
　後千後　後後古続　後勅拾　後古葉　古後載　　↑
　　　　　　　　古　　遺　　　　撰　　已

1
千
載
三
八
三

－
千
載
誉
四

ー
↓
新
続
古
今
δ
〇
二

ー
↓
新
千
載
三
三

↓
新
後
拾
遺
八
〇
〇

ー
↓
新
続
古
今
三
四
三

－
千
載
四
四
〇

ー
↓
夫
木
抄
（
二
）

－
↓
続
後
撰
三
三
×

－
続
後
撰
六
ニ
ニ

ー
拾
遺
二
奎

ー
↓
新
後
拾
遺
三
六
七

ー
↓
新
続
古
今
八
δ

ー
続
後
拾
遺
≡
〇
九

－
↓
後
拾
遺
九
異

ー
↓
拾
遺
吾
六

ー
↓
風
雅
三
≡

1
続
後
撰
一
〇
一
五

－
続
後
拾
遺
六
二
七

ー
エ
ー
載
×
三
三

ー
新
後
拾
遺
一
五
三

ー
↓
続
千
載
八
至

ー
続
後
撰
一
〇
≡

ー
千
載
六
五
穴



㌘
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‥詰
　　
肇
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聾
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詣
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註治

　　
鍍

続
後
千
載
続
古
新
後
撰

千続
古

ー
続
後
拾
遺
δ
〇
九

ー
↓
新
拾
遺
七
五
九

ー
↓
新
古
今
九
三
四

ー
↓
続
後
撰
三
〇
九

－
千
載
三
七
三

ー
↓
続
拾
遺
西
四
九

同
（
－
新
千
）
－
↓
夫
木
抄
（
三
〇
）

千続
後
千
載
続
後
続
拾
遺

続
後
続
後
新
勅
千
載
千
載
続
後
玉
葉
続
後
新
後

千
載
新
続
古

千
載

－
千
載
五
三

ー
↓
新
後
撰
一
莞
五

ー
↓
新
千
載
八
〇
七

－
続
後
拾
遺
杢
八

－
↓
後
拾
遺
三
冥

－
続
後
撰
三
六
八

－
続
後
拾
遺
杢
五

↓
拾
遺
三
七
八

ー
↓
新
千
載
三
×

ー
↓
新
千
載
一
9
一
×

－
続
後
拾
遺
七
五
五

ー
↓
不
明

－
続
後
撰
杢
三

－
新
後
撰
三
〇
〇

ー
↓
新
千
載
三

－
↓
拾
玉
集

ー
↓
清
輔
朝
臣
集

八
七
〇
七

八
七八一
九
四
〇
〇

九至
七

一〇
〇
七
六

一〇一

七
三

一〇三
六

一〇三
〇

一〇
二四
七

δ
三
〇
〇

一〇三
七

一9三
九

一〇
至
O

≡
芸
八

一〇
八
七
〇

一三
三
〇

新
拾
拾
遺
千後
拾
千新
後
新
千
続
後
撰

玉
葉
続
後

勅
後

ー
↓
後
拾
遺
八
七
三

ー
↓
新
拾
遺
八
ニ

ー
千
載
三
△

ー
↓
後
撰
＝
三
三

－
千
載
六
三
九

－
新
後
撰
三
八
二

ー
↓
続
千
載
一
〇
八
八

↓
後
拾
遺
一
〇
九
八

－
↓
金
葉
四
〇
九

ー
続
後
拾
遺
九
六
七

↓
金
葉
五
六
八

ー
↓
新
後
撰
一
毛

同
（
－
続
後
撰
）
1
↓
続
後
拾
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三

続
後

後
十
二

夫
　
木
　
抄

二
三

四一

西
六
二
二
〇
〇

茜
九
〇

1
続
後
撰
七
四
一

－
↓
新
勅
撰
五
〇
＝

－
後
撰
八
七
六

同
（
n
夫
木
）
↓
後
鳥
羽
院
御
集

　
　
　
　
ー
↓
夫
木
抄
（
三
）

　
　
　
　↓
夫
木
抄
（
一
三
）

夫
木
　
　
－
↓
不
明
〔
そ
の
他
〕

同
（
・
夫
木
）
ー
↓
万
三
自
究

四四四三＝二ニニニ＝ごニー一一一一一一 〇一八六ニニーOOO八八八八六九穴七三〇七〇〇一六ニー三二＝＝八五二五六四九五四八三〇九〇九七六三
豊
査
四
二
完
四
三
窒
四莞
七

四
四
九一

四
五
四
五

同
（
n
夫
木
）
ー
↓
続
後
撰
八
〇
八

夫
木
　
　
ー
↓
拾
遺
愚
草

同
（
・
夫
木
）
↓
拾
遺
愚
草

同
（
・
夫
木
）
ー
↓
玉
吟
集

同
（
n
夫
木
）
ー
↓
玉
吟
集

同
（
・
夫
木
）
ー
↓
後
鳥
羽
院
御
集

夫
木
　
　
－
↓
後
鳥
羽
院
御
集

同
（
n
夫
木
）
1
↓
不
明
〔
そ
の
他
）

　
　
　
　↓
夫
木
抄
（
一
三
）

同
（
”
夫
木
）
1
↓
新
撰
六
帖
（
五
）

同
（
・
夫
木
）
i
↓
新
葉
究
七

同
（
・
夫
木
）
－
↓
古
今
六
帖
（
三
）

　
　
　
　
ー
↓
夫
木
抄
（
一
一
五
）

　
　
　
　

ー
↓
夫
木
抄
（
三
）

夫
木
　
　
ー
↓
不
明
〔
そ
の
他
〕

　
　
　
　
↓
夫
木
抄
（
三
）

同
（
・
夫
木
）
…
↓
四
条
宮
下
野
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
そ
の
他
〕

同
（
・
夫
木
）
ー
↓
後
鳥
羽
院
御
集

同
（
n
夫
木
）
ー
↓
新
葉
六
四
六

同
（
・
夫
木
）
ー
↓
新
勅
撰
四
巴

同
（
n
夫
木
）
ー
↓
新
撰
六
帖
（
五
）

同
（
・
夫
木
）
1
↓
後
鳥
羽
院
御
集

夫
木
　
　
ー
↓
不
明
〔
そ
の
他
〕



四
六
芸
四
八
工
二

四
八
杢
六
三
究
×
四
〇
〇

六
四
竺
六
四
六
六

奈
四
二

同
（
・
夫
木
）
ー
↓
風
雅
三
九
九

同
（
n
夫
木
）
1
↓
後
鳥
羽
院
御
集

　
　
　
　
　
ー
↓
夫
木
抄
（
一
三
）

夫
木
　
　
－
↓
清
正
集

同
（
・
夫
木
）
↓
小
大
君
集

同
（
n
夫
木
）
ー
↓
小
大
君
集

同
（
u
夫
木
）
ー
↓
新
撰
六
帖
（
一
）

同
（
・
夫
木
）
↓
後
鳥
羽
院
御
集

六
八
四
五

七二

×
〇

八
＝
四

八
四
〇
九

九二

七
〇

九九七四四三

夫
木
　
　↓
不
明
〔
そ
の
他
〕

夫
木
　
　

ー
↓
散
木
奇
歌
集

　
　
　
　

ー
↓
夫
木
抄
（
三
六
）

同
（
n
夫
木
）
ー
↓
不
明
〔
そ
の
他
）

同
（
n
夫
木
）
1
↓
西
行
上
人
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
そ
の
他
〕

　
　
　
　
1
↓
夫
木
抄
（
二
五
）

　
　
　
　↓
夫
木
抄
（
三
＝
）

九
九
三
九

≡
〇
三

δ
O
≡

≡
〇
五
二

δ
三
六

一三
九
七

　
　
　
　
－
↓
夫
木
抄
（
ゴ
六
）

同
（
“
夫
木
）
1
↓
後
鳥
羽
院
御
集

同
（
・
夫
木
）
ー
↓
後
鳥
羽
院
御
集

同
（
n
夫
木
）
ー
↓
新
撰
六
帖
（
二
）

同
（
・
夫
木
）
ー
↓
宗
良
親
王
千
首

　
　
　
　

ー
↓
夫
木
抄
（
三
）

作
者
名
検
討
結
果
一
覧
表

1解題687

　
　
　
　
　
凡
　
　
　
　
例

一
、

本
表
は
『
松
葉
集
』
所
引
の
諸
書
の
う
ち
、
『
万
葉
集
』
「
勅
撰
二
十
一
代
集
」
『
夫
木
抄
』
に
関
す
る
「
作
者
名
」
の
検
討
結
果
一
覧
表
で

　
あ
る
。

一
、

前
記
三
者
に
お
い
て
上
段
漢
数
字
は
『
松
葉
集
』
の
歌
番
号
、
中
段
は
『
松
葉
集
』
の
表
記
、
下
段
は
検
討
結
果
を
示
す
。

一、

前
記
三
者
に
お
け
る
ー
↓
印
は
、
表
記
に
誤
り
が
存
す
る
た
め
に
訂
正
を
要
す
る
も
の
を
示
す
。

一
、

「
勅
撰
二
十
一
代
集
」
に
お
け
る
ー
印
は
、
表
記
の
誤
り
で
は
な
い
が
適
正
を
欠
く
の
で
補
充
を
要
す
る
も
の
を
示
す
。

一、

前
記
三
者
に
お
け
る
官
職
名
・
女
房
名
の
表
記
は
概
ね
次
の
も
の
に
従
っ
た
。

イ
、
『
万
葉
集
』
は
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
明
治
書
院
　
昭
訂
刊
）
・
『
萬
葉
集
事
典
』
（
有
精
堂
　
昭
5
0
刊
）

ロ
、

「
勅
撰
二
十
一
代
集
」
　
は
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』

ハ
、

『
夫
木
抄
』
は
『
作
者
分
類
夫
木
和
歌
抄
本
文
篇
』
（
風
間
書
房
　
昭
4
2
刊
）

万
　
葉
　
集

七一一

宿
禰

ー
境
宿
禰
老
麻
呂

　
　
（
莞
〇
八
）

三
〇一圭一究

三
二

（同
n
無
名
）
1
↓
秦
間
満
（
三
天
九
）

藤
原
宮
　
　
－
↓
大
津
皇
子
（
四
一
六
）

志
賀
皇
子
ー
↓
志
貴
皇
子
（
西
実
）

人
丸
　
　↓
作
者
不
明
巻
（
二
×
四
五
）

一一芙
三
三
三
ニ
ニ
三
二
三

人斎入人
丸名道丸

－
↓
作
者
不
明
巻
（
二
六
四
四
）

－
↓
作
者
不
明
巻
（
三
三
五
）

－
↓
作
者
不
明
巻
（
一
至
二
）

－
↓
作
者
不
明
巻
（
二
八
〇
五
）
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三
奎
三兵
四
五
六
四
五
七
四
九一
四
九
七

五
三
九

六置〇六ナコ四
六
完

六
三

七
西
七
三
四

七
≡

七
六
九

八
七
四

石
上
大
臣
－
↓
石
上
朝
臣
麻
呂
（
四
四
）

同
（
u
無
名
）
－
↓
麻
続
王
（
二
四
）

無
名
　
　
－
↓
岡
本
天
皇
（
四
八
七
）

人
丸
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
一
〇
）

高
市
　
　
　
－
高
市
連
黒
人
（
二
七
三
）

波

多
朝
臣
－
波
多
朝
臣
小
足

　
　
　
　
　
　

（
三西
）

無

名
　
　
↓
柿
本
朝
臣
人
麿
歌
集

　
　
　
　
　
　

（
三四一

七
）

人
丸
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
〇
七
）

勝
是
也
　
　
－
僧
玄
勝
（
伝
請
）

　
　
　
　
　
　

（
三
八吾
）

清

丸
　
　
↓
大
原
今
城
真
人

　
　
　
　
　
　

（四吾
五
）

同
（
〃
家
持
）
↓
大
伴
宿
禰
池
主

　
　
　
　
　
　

（
三究
三
）

大
夫
　
　－
阿
倍
大
夫
（
一
七
七
二
）

丹
比
真
人
－
丹
比
真
人
笠
麻
呂

　
　
　
　
　
　

（き
九
）

忌
寸
岩
丸

－
↓
少
典
山
口
忌
寸
若
麻

　
　
　
　
　
　
呂
　
（
奏
七
）

意
吉
丸
　
　
ー
長
忌
寸
意
吉
麻
呂

　
　
　
　
　
　

（西
三
）

意
吉
丸

　
　
ー
長
忌
寸
意
吉
麻
呂

九
西〇九九七四穴

三
〇
七

三
六
三

三
七
〇

三
三

三
七
二

三
七
三

三
茜

一三
×
西
空
一五
美

三
四
六
一五
八
三

　
　
　
　
　
　

（四
三全
）

人

丸
　
　
－
柿
本
朝
臣
人
麿
歌
集

　
　
　
　
　
　

（三
四
七
〇
）

人
麻
呂
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
一
一
七
〇
六
）

読
人
不
知
ー
↓
大
伴
坂
上
郎
女

　
　
　
　
　
　

（
七六一

）

大
部
川
相
↓
丈
部
川
相
（
四
三
四
）

人
麿
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
＝
四
三
）

美
女
　
　
－
↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
　
　
　
　

（四
三
九
六
）

家
持
　
　
　
－
↓
大
伴
宿
禰
池
主

　
　
　
　
　
　

（伝
諦
）
（
四
四
莞
）

江

辺
　
　

－
↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
　
　
　
　

（
四
四
六
〇
）

江
辺
　
　

－
↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
　
　
　
　

（四
四六一

）

江
辺
　
　

1
↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
　
　
　
　

（四
四
六二

）

無
名
　
　
↓
六
鯖
（
三
六
九
四
）

人
丸
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
五
×
）

名
不
詳
　
↓
岡
本
天
皇
（
四
八
七
）

人
丸
　
　
－
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
二
九
）

大
伴
家
持

1
↓
大
伴
宿
禰
池
主

　
　
　
　
　
　

（四
〇
〇
八
）

一六
呈
宍
莞
一七一

五

一七
三

一七
三
一九
〇
三

二
〇
三
七

一一〇
三
九

Oo七主£
九七

三
杢

三
三
七

三
五
八

茜
呈
二四
三
三

二
四
三
七

二
四
三
八

二
四
三
九

一西
八
〇

道
上
守
　
　
－
守
部
王
（
九
九
九
）

足
人
　
　
　
　
　
大
田
部
足
人
（
窒
八
七
）

　
　
　
　
ー
↓
山
上
憶
良
（
八
九
四
）

対
馬
娘
子
名
王
－
対
馬
娘
子

　
　
　
　
　
　
　

又
は

玉槻
（
≡
七
〇
四
）

人
丸
　
　
1
↓
作
者
不
明
巻
（
一
一
七
二
四
）

人
丸
　
　
－
↓
作
者
不
明
巻
（
二
六
四
四
）

家
持
　
　
　
ー
↓
大
伴
宿
禰
池
主

　
　
　
　
　
　
（づ

完
九
e

福

丸
　
　
－
田
辺
史
福
麻
呂

　
　
　
　
　
　

（四
〇
四
九
）

人
丸
　
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
三
西
）

　
　
　
　

1
↓
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌

　
　
　
　
　
　

集
（
三
δ
）

人
丸
　
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
一
三
）

命
婦

　
　
－
薩
妙
観
命
婦
（
四
四
柔
）

同
（
肌
大
伴
宿
禰
三
林
）
ー
↓
大
伴
宿
禰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
（
西
三
七
）

同
（
・
人
丸
）
↓
作
者
不
明
巻
（
一
一
六
莞
）

厚
児
王
　
　
－
↓
厚
見
王
　
　
（
西
三
五
）

人
丸
　
　
－
↓
作
者
不
明
巻
（
二
×
毛
）

同
（
n
人
丸
）
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
三
）

入
道
殿
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
三
一
三
四
）

人
丸
　
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
六
五
六
）



689 解　題　工

三　三　豆 　　　　　　〇九三二八　四　二　　 七八四五六六一
清　　母　人人　安
丸　　生　丸丸　倍

云
套 七　七

四　二三

≡　言
会　宍
当
麻
真
人
麿
ー
↓
当
麻
麻
呂
大
夫
妻

　
　
　
　
　
　

（四
三
）

大

舎
人
　
ー
上
丁
大
舎
人
部
千
文

　
　
　
　
　
　

（四
三
七
〇
）

天
皇
御
製↓
舎
人
吉
年
（
一
五
二
）

穂

積
朝
臣
－
穂
積
朝
臣
老
（
或
書

　
　
　
　
　
　
云
）
（
三
四
一
）

同
（
・
大
伴
家
持
）
↓
大
伴
宿
禰
池
主

　
　
　
　
　
　
（
四
〇
〇
五
）

大
伴
家
持
－
↓
平
群
氏
女
郎
（
三
九
三
）

　
　
女
王

大
伴
宿
禰
ー
大
伴
宿
禰
池
主

　
丸

今
城
真
人
ー
大
原
今
城
真
人

大

蔵
大
輔
－
大
蔵
大
輔
甘
南
備
伊

↓
抜
気
大
首
（
↓
芙
七
）

i
大
舎
人
安
倍
朝
臣
子

　
　
祖
父
（
三
竺
九
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
三
四
八
九
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
三
四
七
七
）

ー
↓
丹
生
女
王
（
一
×
≡
）

　
　
（
三
九
五
）

－
中
臣
宿
禰
清
麻
呂

　
　
（
四
二
九
×
）

　
　
（
四
五
〇
八
）

　
　
香
真
人
（
四
三
〇
）

四四
六八

四西ooプ≒く五 四三三三三一 九九九八七七七七ナし〇五四三七
八　　八八
九　 四〇

×五〇六一 九
四三三三
四七七〇七二
丹
生
゜
　
ー
丹
生
王
（
四
三
）

同
（
・
人
丸
）
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
六
）

舎
人
皇
王
1
↓
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌

　
　
　
　
　
　
集
（
一
七
〇
四
）

人
丸
　
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
三
四
八
）

忌
寸
老
麿
ー
神
社
忌
寸
老
麻
呂

　
　
　
　
　
　
（
九
七
七
）

　
　
　
　
－
↓
笠
臣
金
村
（
三
穴
七
）

同
（
－
家
持
）
1
↓
大
伴
宿
禰
池
主

　
　
　
　
　
　
（
四
〇
〇
三
）

次
官
内
忌
寸
丸
ー
次
官
内
蔵
忌
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
縄
丸
（
四
二
〇
一
）

石
川
大
夫
ー
↓
播
磨
娘
子
（
；
兵
）

憶
良
　
　
ー
↓
作
者
未
詳
（
会
六
）

都
師
老
　
ー
↓
師
老
（
八
六
二
）

同
（
・
都
師
老
）
1
↓
帥
老
（
八
六
三
）

足
人
　
　－
上
丁
丈
部
足
人

　
　
　
　
　
　

（四
三会
）

小
蔵
　
　
－
↓
占
部
小
龍
（
四
美
七
）

大

舎
人
　
－
上
丁
大
舎
人
部
千
文

　
　
　
　
　
　

（亘
×
九
）

若
湯
座
主

1
↓
若
湯
座
王
（
三
至
）

小
町
老
朝

臣
ー
↓
小
野
老
朝
臣

　
　
　
　
　
　
　

（≡
八
）

冒量量曇璽翼翼 亘亘亘窒窒望莞合芙芸交芸
犬子人丹忌　　田兵原中大大　連丸比寸　　村部王臣原伴四

縄
ー
↓
大
伴
宿
禰
四
綱

　
　
　
　
（
三
三
〇
）

真
人
ー
大
原
真
人
今
城

　
　
　
　
（一

さ
四
）

舎
人
吉
男
－
内
舎
人
県
太
養
吉
男

作
者
不
審
↓
三
手
代
人
名
（
三
八
八
）

心

麿

　
　

多
丸
－
上
丁
丸
子
連
多
麻
呂

　

部
山
代
－
上
丁
丈
部
山
代

広
足

－
中
臣
朝
臣
宅
守

　
　
（
三
七
三
）

ー
湯
原
王
（
三
芸
）

ー
兵
部
川
原
（
一
七
三
七
）

ー
大
伴
田
村
大
嬢

　
　
（
三
〇
六
）

　
　
（
一
五
会
）

ー
神
社
忌
寸
老
麻
呂

　
　
（
九
七
六
）

ー
丹
比
屋
主
真
人

　
　
（
一
四
三
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
×
三
）

　
　
（
四
三
三
〇
）

　
　
（
四
三
蓋
）

1
若
舎
人
部
広
足

　
　
（
塁
ハ
三
）



二
鰭
誌

四
六
三
〇
　
人
丸

四七｝
三
　
大
目

四
七
三
六

福
丸

四
七
三
九　
丹
比

四
芸
O

四
七八一
四
七
九
八

四
八〇一
四会
六

吾
八
四

五一

完
七

皿三
三

五
三四
七

工
三
杢

無
名
人
丸
人
丸
藤
井
連

1
物
部
道
足
（
四
三
六
五
）

1
上
丁
大
田
部
三
成

　
　
（
四
三
八
〇
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
八
〇
）

1
大
目
秦
忌
寸
八
千
島

　
　
（
三
九
妾
）

ー
田
辺
史
福
麻
呂

　
　
（
四
9
三
）

－
↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
（
四
三
三
）

ー
↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
（
三
九
九
一
）

ー
↓
田
辺
秋
庭
（
三
六
三
八
）

－
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
三
〇
）

－
↓
作
者
不
明
巻
（
毛
二
七
）

ー
↓
娘
子
（
一
培
八
）

同
（
n
人
丸
）
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
西
）

池

田
部
子
盤
前
↓
他
田
部
子
盤
前

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
四
〇
七
）

大
伴
家
持

－
↓
大
伴
宿
禰
池
主

　
　
　
　
　
　

（四
〇
〇
八
）

　
　
　
　
↓
柿
本
朝
臣
人
麻
呂

　
　
　
　
　
　

（三
九
）

人
丸
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
三
）

主
四
〇
三

五五五四一 〇〇八

蓋

三

莫
〇
五

置
七
七
三

王之ヨ⇒
八一七ゴ

ニ九二二九
五
八四
〇

五
八
九
八

五
九
七
二

莞
七
七

尭
八
六
六〇一

〇

六
〇
莞

人
麿
　
　ー
助
丁
丈
部
造
人
麻
呂

　
　
　
　
　
　
（
四
三
八
）

人
丸

　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
三
）

波

多
少
足
ー
波
多
宿
禰
小
足

　
　
　
　
　
　
（一　

一四
）

無
名
　
　
ー
↓
柿
本
朝
臣
人
麻
呂

　
　
　
　
　
　

（美
〇
六
）

無

名
　
　
↓
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌

　
　
　
　
　
　
集
（
茜
一
西
）

作
者
不
審
ー
↓
田
辺
福
麻
呂
之
歌
集

　
　
　
　
　
　
（一

六
〇
七
）

人
丸
　
　
ー
作
者
不
明
巻
（
美
八
七
）

極
古

宿
禰
奈
杉
麿
－
↓
縁
安
宿
禰
奈

　
　
　
　
　
　
　
　

秤
麻
呂
（
五
八
一
三
）

穂
積
朝
臣
ー
穂
積
朝
臣
老
（
二
八
八
）

右
川
夫
人
ー
↓
石
川
夫
人
（
一
五
四
）

大
津
家
持

ー
↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
　
　
　
　

（四δ
三
）

乙

麻

呂
卿
－
石
上
乙
麻
呂
卿

　
　
　
　
　
　

（一

9三
）

　
　
　
　

－
↓
山
上
憶
良
（
七
究
）

人
丸

　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
〇
三
）

大

伴
大
嬢
↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
　
　
　
　

（七交
）

六
〇
三

六
〇空ハ六六

四四六四

杢
八
五

六
二
三
三

×
二
美
山三
六
四

六
三
杢
六
四
三

老
麿
　
　－
右
馬
頭
境
部
宿
禰
老

　
　
　
　
　
　

麻
呂
（
三
九
〇
七
）

間
人
宿
禰
－
間
人
宿
禰
大
浦

　
　
　
　
　
　

（
二
九
〇
）

丸
子
部
佐
ー
丸
子
部
佐
壮
（
四
美
八
）

　
　
　
　

ー
↓
大
伴
坂
上
郎
女

　
　
　
　
　
　

（三
九
三
〇
）

人
丸
　
　
　
ー
↓
作
者
未
詳
（
古
集
）

　
　
　
　
　
　

（三
四
一
）

同
（
・
無
名
）
↓
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌

　
　
　
　
　
　
集
（
一
七
九
八
）

人
丸

三
野

×
四
五
〇　
垂
丸

六
四
杢
　
無
名

六六六四〇七
奈
O
×
　
人
丸

六
六
〇
七　
人
丸

↓
作
者
不
明
巻
（
柔
七
四
）

ー
↓
平
群
氏
女
郎
（
三
九
三
）

ー
↓
春
日
蔵
首
老
（
三
四
）

1
助
丁
刑
部
直
三
野

　
　
（
四
三
四
九
）

－
刑
部
垂
麻
呂
（
四
二
七
）

ー
↓
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌

　
　
集
（
三
七
八
）

1
↓
高
市
連
黒
人
（
＝
七
〇
）

1
↓
石
上
宿
禰
乙
麻
呂

　
　
（
δ
三
）

－
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
三
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
七
二
）
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×杢
七

六七

九
二

×
七
九
七

六
八四
八

七
〇
〇
〇

七
〇
七
七

七
〇七
八

七一

≡
七
三
八

七一

七
〇

七
二
〇
六

七
三
莞

茎
八
九
七
七
四
四

七茜
五
七茜
六
七
七
七
二

七
九
三
八
〇
二
八三
八

　
　
　
　

ー
↓
舎
人
娘
子
（
六
一
）

蓬
容
等
　
ー
↓
作
者
未
詳
（
八
吾
）

　
　
　
　↓
山
上
憶
良
（
八
七
〇
）

志
賀
皇
子

ー
↓
志
貴
皇
子
（
西
六
×
）

人
丸

　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
六
六
八
）

人
丸
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
莞
五
）

人
丸
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
克
七
）

　
　
　
　
↓
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌

　
　
　
　
　
　
集
（
＝
四
三
）

為
良
　
　
ー
↓
史
生
土
師
宿
禰
道
良

　
　
　
　
　
　

（
三
九
五
五
）

同
（
・
大
伴
家
持
）
ー
↓
大
伴
宿
禰
池
主

　
　
　
　
　
　
　
　

（三究
三
）

無

名
　
　
1
↓
柿
本
朝
臣
人
麻
呂

　
　
　
　
　
　

（三
六
〇
七
）

坂
上
人
足

ー
↓
坂
門
人
足
（
五
四
）

人人人人人人人
丸丸丸丸丸丸丸

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
∋
四
八
八
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
〇
一
）

↓
作
者
不
明
巻
（
毛
9
一
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
毛
三
）

↓
作
者
不
明
巻
（
云
〇
四
）

1
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
五
七
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
美
五
二
）

若
麻
績
部
諸
人

ー
↓
帳
丁
若
麻
続
部

八
完
一
人
丸

八
五
三
五

会
杢
　
無
名

八
五
八
七　
人
丸

八
杢
七
　
丹
比
真
人
ー
丹
比
真
人
笠
麻
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
五
八
）

八
七
八
×

無
名

八
七
八
七　
無
名

八
七
九
〇　
足
人

八
七九一

益
人

八
七
九
九　
人
丸

八
八
〇
〇　
人
丸

八
八
〇
二　
真
人

八
八
三
二
　
赤
人

八
八
九
四
　
無
名

　
　
諸
人
（
四
言
O
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
毛
六
三
）

1
↓
大
伴
坂
上
郎
女

　
　
（
六
八
八
）

1
↓
柿
本
朝
臣
人
麻
呂

　
　
（
美
δ
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
九
五
）

↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
（
四
七
三
）

ー
↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
（
四
茜
）

1
石
川
朝
臣
足
人

　
　
（
九
蓋
）

1
按
作
村
主
益
人

　
　
（
δ
〇
四
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
六
七
七
）

↓
作
者
不
明
巻
（
三
〇
δ
）

1
大
原
桜
井
真
人

　
　
（
四
四
七
八
）

－
↓
作
者
不
明
巻
（
六
八
七
）

ー
↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
（
四
三
三
六
）

八
九
二
九

黒
人

九
〇
〇
五

九
〇
三
九

九一

七
八

九九
六一×王己

九四
三

九
四
四
九

九
四
奈
九四
×
七

九
四
八
四

九
五
七
〇

九
五
七
九

九
五
九
七

九尭
九

九
×
〇
三

突
四
八

九
六
四
九

車人人
持丸丸

大
成

ー
高
市
連
黒
人
（
或
本

　
　
小
弁
）
（
三
呈
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
三
二
）

ー
↓
作
者
不
明
巻
（
三
四
芸
）

1
車
持
朝
臣
千
年

　
　
（
九
三
）

1
葛
井
連
大
成
（
吾
六
）

丹
比
真
人
－
丹
比
真
人
国
人

　
　
　
　
　
　

（三
五
七
）

蒲
生
娘
子
ー
遊
行
女
婦
蒲
生
娘
子

　
　
　
　
　
　

（四
二三
）

人
丸
　
　
↓
作
者
不
明
巻
（
三
四
七
五
）

無
名
　
　
　
1
ー
↓
六
鯖
（
三
六
九
四
）

無
名
　
　
　
－
↓
⊥
ハ
鯖
（
三
六
九
六
）

大
伴
家
持

ー
↓
高
市
連
黒
人
（
四
〇
≡
）

安
倍
　
　
－
安
倍
虫
麻
呂
（
宍
O
）

人
丸

　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
云
七
五
）

井
戸
王
　
－
↓
額
田
王
（
天
）

丹
波
大
娘
－
丹
波
大
女
娘
子

　
　
　
　
　
　

（七三
）

舎
人
皇
子
ー
↓
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌

　
　
　
　
　
　
集
（
一
穴
八
四
）

同
（
n
人
丸
）
1
↓
作
者
不
明
巻
（
二
九
八
一
）

入
道
殿
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
三
三
）



　
　

九
査
O

助6　
　

九
六
八
三

九
七
五
＝

九
七
五
六

九
七
五
七

九
七
茜

九
七
七
六

九
七
八
五

九
八
三

九突
八
九
九
九
九

一〇一

奎

一〇
三
竺Oo九八

一〇四
二
七

清
阿
　
　
　
ー
↓
藤
原
朝
臣
清
河

　
　
　
　
　
　
（
四
二
三
）

車
持
朝

臣
－
車
持
朝
臣
千
年

　
　
　
　
　
　
（
九
西
）

賀
茂
三
　
ー
↓
賀
茂
王
（
五
奎
）

人
丸
　
　
　
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
量
）

人
丸

　
　
i
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
三
七
）

作
者
未
詳
↓
大
伴
宿
禰
旅
人

　
　
　
　
　
　
（
四
莞
）

作
者
不
審
ー
↓
田
辺
福
麻
呂
之
歌
集

　
　
　
　
　
　
（
一
〇
杢
ハ
）

人
丸

　
　
－
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
三
）

人
丸
　
　
－
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
奈
）

足
丸
　
　
　
　
丈
部
足
麻
呂
（
四
〇
四
一
）

　
　
　
　

ー
↓
丹
比
真
人
国
人

　
　
　
　
　
　
（
三
八
二
）

坂
上
郎
女
↓
大
伴
宿
禰
家
持

　
　
　
　
　
　
（
四
〇
七
〇
）

　
　
　
　

－
↓
田
辺
福
麻
呂
之
歌
集

　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
二
）

道
上
守
部
王
－
守
部
王
（
九
九
九
）

丹
比
屋
生
真
人
ー
↓
丹
比
屋
主
真
人

　
　
　
　
　
　
　
　
（
δ
三
）

人
丸
　
　
i
↓
作
者
不
明
巻
（
二
六
九
六
）

一〇五一

〇

δ
五
三

一〇
六
芸

≡
七
二
五

δ
芙
四

一〇
九
二
六

一〇
九
二
八

＝
〇
三

二
〇
六
〇

一
一三
七

一三
四
六

一三
九
六

＝
三
〇
三

一三
〇
四

一三
〇
五

＝
三
七

　
　
　
　
1
↓
笠
朝
臣
金
村
（
三
至
）

人
丸
　
　
↓
作
者
不
明
巻
（
＝
茜
七
）

同
（
・
大
伴
家
持
）
ー
↓
大
伴
宿
禰
池
主

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
九
九
三
）

石
川
朝

臣
－
石
川
君
子
朝
臣
（
或

　
　
　
　
　
　
云
）
（
一
一
七
三
）

　
　
　
　
ー
↓
安
貴
王
（
三
〇
×
）

　
　
　
　
ー
↓
高
市
連
黒
人
（
二
茜
）

人
丸
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
茜
三
）

俊
人
　
　
ー
↓
作
者
未
詳
〔
後
人
〕

　
　
　
　
　
　
（
八
七
二
）

　
　
　
　

ー
↓
田
辺
福
麻
呂
之
歌
集

　
　
　
　
　
　
（
一
八
〇
二
）

中
臣
朝
臣
　
　
中
臣
朝
臣
宅
守

　
　
　
　
　
　
（
三
芸
七
）

丹
比
真
人
－
丹
比
真
人
笠
麻
呂

　
　
　
　
　
　
（
二
会
）

人
丸
　
　
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
三
）

令
明
軍
　
　
－
↓
余
明
軍
（
三
九
四
）

車
持
朝

臣
　
　
車
持
朝
臣
千
年

　
　
　
　
　
　
（
九
三
）

豊
継
　
　
ー
安
倍
朝
臣
豊
継

　
　
　
　
　
　
（
δ
○
二
）

人
丸
　
　
ー
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
三
五
）

二
三
八
　
人
丸
　
　
　
↓
作
者
不
明
巻
（
二
七
九
七
）

≡
三
〇
　
民
部
少
将
多
治
直
人
1
↓
民
部
少
輔

　
　
　
　
　
　
　
多
治
比
真
人
土
作
（
四
一
西
三
）

一
三
六
一
大
伴
家
持
ー
↓
平
群
氏
女
郎
（
三
九
三
）

二
五呉
　
人
丸
　
　
i
↓
作
者
不
明
巻
（
一
一
七
一
一
七
）

　
　
勅

撰

二
十
一
代
集

＝
七

三
〇
三
≡
四
四
七
四
竺

δ
七
二

一三
六
＝
八
三

三
四
三
三
＝

三
二
三
杢

一六
六
二

一七
云
二三
〇

後
鳥
羽
院
　
　
　
後
鳥
羽
院
下
野

達
磨
　
　

1
↓
読
人
し
ら
ず

伊
勢

　
　
ー
伊
勢
大
輔

為
久
　
　
ー
↓
平
兼
盛

股
富

門
院
－
股
富
門
院
大
輔

基
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